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　当フォーラムが設立された1987年は、未だ冷戦の最中でし
たが、ソ連のペレストロイカの進展、米ソ間の中距離核戦力
全廃条約調印など、国際秩序の変化を予感させる動きが、徐々
に芽生えつつありました。このような状況の中、わが国にお
きましても、新時代の幕開けをいち早く予期した各界の有志
が、国際社会における日本の進路と役割について真剣な議論
を重ね、積極的提言を行うことの必要性を認識し、そのため
に当フォーラムを設立いたしました。
　以来今日に至るまで、私どもは世論醸成に向け、33にのぼ

る政策提言や世界各地でのシンポジウム開催などをタイムリーに行ってまいりま
した。また、研究会やプロジェクト・チームを発足させ、時代の最先端の課題解
明にも鋭意取り組んでまいりました。
　このたび当フォーラムは公益財団法人として新たなスタートを切ることとなり
ましたが、この間順調に研究成果を世に問い、国内外から高い評価を得ることが
できましたのも、ひとえに皆様方のご指導とご支援の賜物であり、改めて厚く御
礼申し上げる次第であります。
　2001年９月の米国同時多発テロ事件や、世界で頻発する民族間紛争に象徴され
るように、世界秩序は未だ多くの不安定要因を抱えるばかりか、一層混迷の度を
強めております。わが国もまた、明治維新以来続いてきた「国家」が主役であっ
た時代から、個人、民間、そして地方が主役の時代へと、確実にパラダイム・シ
フトが進行しつつあります。
　このような歴史の変革期にあって、日本では数少ない「民間・非営利・独立」
の外交・国際問題シンクタンクとしての当フォーラムの存在意義は、従来にも増
して高まっているものと確信致しております。私どもは、課せられた使命を真摯
に受け止めるとともに、故大来佐武郎初代会長や故服部一郎初代理事長の遺志を
受け継ぎながら、世界と日本の平和と繁栄を追求して、更に意欲的な活動を展開
してまいりたいと存じます。高度情報化社会が進展する中、当フォーラムといた
しましても、ホームページなどの新たな情報ツールを有効に活用し、内外世論に
直接かつ広く働きかけるなど、今後とも天下の公器としての使命を一層積極的に
果たしてまいりたいと考えております。何卒、皆様方の倍旧のご支援、ご協力を
賜りますよう、お願い申し上げます。

2011年４月１日　

日本国際フォーラム会長

今井　敬
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　当フォーラムは、市民社会の側から、つまり民間・非営利・
独立・超党派の立場から、外交・国際問題を研究し、その成
果を政策提言として世に問うことを目的として、1987年３月
17日に設立されましたが、四半世紀を経てその意義を認めら
れ、このたび2011年４月１日に公益財団法人として新たなス
タートを切ることになりました。「外交・国際問題のような
天下国家の問題はお上に委せておけばよい」という空気の強
かった四半世紀前の日本の風土―実際、当時存在していた
非営利のシンクタンクのほとんどすべてが、実質的にはどこ

かの省庁の系列機関でした―のなかで、当フォーラムの船出には、逆風をつい
ての船出のような気負ったものがありました。しかし、設立以来の四半世紀の軌
跡をたどってみますと、当フォーラムは結果的には日本の対外政策の選択や世界
と人類の課題の解決について数多くの調査・研究を実施し、またその成果を提言
として発表してくることができました。
　とくに当フォーラムの政策委員会や緊急提言委員会が自主的に研究・審議のう
え発表してきた多数の政策提言は、いろいろの意味で政府の施策や世論の形成に
影響を与えるとともに、世界に対して日本の声を発信する役割も果たしてきまし
た。「自主的に」と申しましたのは、外部からの委託によってではなく、「自らの
判断でテーマを選び、自らの資金で経費を賄う」という意味であり、このような
ことが非営利団体である当フォーラムにおいて可能であったのは、当フォーラム
が会員制度を採り、法人・個人会員の皆様が当フォーラムの活動を一貫して支え
てきてくださったからであります。
　５年前にはインターネット時代到来の恩恵を受けてホームページ（http://
www.jfi r.or.jp）上に双方向性の政策掲示板「百花斉放」を開設することができ、
会員以外にも広く全国、さらには世界各地の関心を共有する皆様の参加を得て、
当フォーラムの活動の質量両面でのスケールを拡大することができました。当
フォーラムの本来の目的である公益性や公共性の強化につながる展開でもあり、
喜んでおります。
　最後になりましたが、会員ならびに関係各方面の皆様がたにこれまでのご支援
を感謝申し上げるとともに、今後とも引きつづきよろしくご指導とご支援をお願
い申しあげる次第であります。

2011年４月１日　

日本国際フォーラム理事長

伊藤　憲一
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【設立】
　日本国際フォーラム（The Japan Forum on International Relations, Inc.）は、政府から独立した民間・
非営利の外交・国際問題に関する総合的な研究・提言機関を日本にも設立する必要があるとの認識に基
づいて、故服部一郎初代理事長より２億円の基本財産の出捐を受け、1987年３月に故大来佐武郎初代会
長のもとで、会員制の政策志向のシンクタンクとして設立され、2011年４月に公益財団法人となりまし
た。

【目的】
　当フォーラムは、わが国の対外関係のあり方および国際社会の諸問題の解決策について、広範な国民
的立場から、諸外国の声にも耳を傾けつつ、常時継続的に調査、研究、審議、提言するとともに、それ
らの調査、研究、審議の成果を世に問い、また提言の内容の実現を図るために、必要と考えられる発信・
交流・啓発等の事業を行い、もってわが国および国際社会の平和と繁栄に寄与することを目的として活
動しております。

【組織】
　最高意志決定機関である評議員会のもとに、執行機関である理事会、監査機関である監事会、そして
諮問機関である顧問会議と参与会議が設置されています。また、理事会のもとに、当フォーラムの業務
を支援し、あるいは実施する財務委員会、運営委員会、政策委員会、緊急提言委員会の４つの委員会お
よび研究室、事務局が設置されています。

【専門】
　（１）国際政治･外交・安全保障等、（２）国際経済・貿易・金融・開発援助等、（３）環境･人口･エネ
ルギー･食糧・防災等の地球的規模の諸問題、（４）アメリカ、ロシア、中国、アジア、ヨーロッパ等の
地域研究、（５）東アジア共同体構想に関わる諸問題、（６）人権と民主化、紛争予防と平和構築、文明
の対立、情報革命等の新しい諸問題。

【活動】　
　（１）政策委員会等による各種の政策提言活動、（２）ホームページ上に設置された政策掲示板「百花
斉放」における公開討論活動、（３）原則として期間を特定した「研究室活動」と、その枠を超えたし
ばしば永続的な「特別研究活動」から成る調査研究活動、（４）各種国際会議・シンポジウムの開催や
専門家等の派遣、受入等の国際交流活動、（５）『日本国際フォーラム会報』、ホームページ、メールマ
ガジン、出版刊行等の広報啓発活動、（６）「国際政経懇話会」の活動、（７）「外交円卓懇談会」の活動。
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1987年３月12日  倉成正外務大臣の臨席を得て、設立発起人会を開催し、大来佐武郎会長、服部一郎理
事長、伊藤憲一専務理事を選任

 16日 「政策運営委員会」活動開始（1992年５月26日まで）
　　　４月28日 外務大臣より財団法人設立を許可さる
　　　５月18日 「政策委員会」活動開始（現在に至る）
 23日 服部一郎氏より当財団法人に対し基本財産２億円を出捐
 26日 服部理事長急逝。伊藤専務理事、理事長代行に就任
　　　６月24日 「外交事情懇話会」活動開始（1988年６月23日まで）

1988年３月３日 第１提言「日、米、アジアNICs間の構造調整」を竹下登内閣総理大臣に提出、発表
　　　７月21日 「国際政経懇話会」（「外交事情懇話会」を改名）活動開始（現在に至る）

1989年３月15日  第２提言「北東アジアの長期的安定と協力のビジョン」を竹下登内閣総理大臣に提
出、発表

　　　６月２日 「財務委員会」活動開始（現在に至る）
　　　７月25日  第３提言「日本の経済力を世界経済の発展のためにいかに活用するか」を宇野宗祐

内閣総理大臣に提出、発表

1990年４月３日 第４回理事会開催、伊藤憲一理事長を選任
 ５日  第４提言「日米協力のあり方―責任分担を中心として」を海部俊樹内閣総理大臣に

提出、発表
　　　８月14日  第５提言「国際通貨貿易システムの安定化への貢献」を海部俊樹内閣総理大臣に提

出、発表
　９月10－11日 「日本アセアン円卓会議」を開催（東京）

設立発起人会で挨拶する故大来佐武郎会長
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1991年４月10日 第６提言「変貌するソ連と日本の対応」を海部俊樹内閣総理大臣に提出、発表

1992年１月７日 客員研究員制度発足（現在に至る）。楊伯江初代客員研究員着任
　　　２月27日 第７提言「新段階を迎える市場開放」の不採択を決定
　　　３月12日 設立５周年記念国際シンポジウム「新世界秩序と日本の役割」を開催（東京）
　　　５月26日 「運営委員会」（「政策運営委員会」を改名）活動開始（現在に至る）
　　　６月４日 「緊急提言委員会」活動開始（現在に至る）
　９月６-８日  日中国交正常化20周年記念国際シンポジウム「世界の中の日中関係：課題と挑戦」

を開催（東京）
　　　10月７日  第８提言「国連の平和機能の強化と日本の役割」を宮沢喜一内閣総理大臣に提出、

発表

1993年２月５日  意見広告「『コメ輸入の関税化』受入れを求める国民委員会」（署名者113名）を全国
紙４紙に掲載

 ９日 大来佐武郎会長、逝去
　　　６月８日  第９提言「アジア社会主義経済の変化と日本の対応」を宮沢喜一内閣総理大臣に提

出、発表
　　　11月16日 第10提言「日欧政治関係：21世紀への展望」を細川護煕内閣総理大臣に提出、発表

1994年１月１日  季刊『日本国際フォーラ
ム会報』創刊（現在に至
る）

　　　２月１日  本部（チュリス赤坂1301
号室）に加え、分室（803
号室）を開設

 28日  第12回理事会開催、今井
敬会長を選任

　３月９－11日  ルーマニア国立政治行政
大学院と共催の「第１回
シナイア日欧対話『東欧
および旧ソ連の改革と安
定：日本の関心と潜在的貢献』」を開催（ルーマニア・シナイア）

　　　６月17日 第11提言「地域経済圏形成の動きと日本の対応」を羽田孜内閣総理大臣に提出、発表
　　　９月30日 「21世紀セミナー」活動開始（1997年７月11日まで）

1995年１月25日  第12提言「中国の将来とアジアの安全保障：新しい日中関係をめざして」を村山富
市内閣総理大臣に提出、発表

　５月24－27日  ルーマニア国立政治行政大学院と共催の「第２回シナイア日欧対話『国民、文明、
人類：21世紀を動かすもの』」を開催（ルーマニア・シナイア）

　　　６月７日 「核軍縮・原子力外交研究会」活動開始（2002年７月８日まで）
　　　８月３日 第13提言「日米経済摩擦の本質と対応」を村山富市内閣総理大臣に提出、発表

1996年３月24－26日　 マレーシア戦略研究センターと共催の「汎アジア・コロキュアム『21世紀における
国際的安全保障の枠組みの展望』」を開催（マレーシア・クアラルンプール）

　　　６月５日  第14提言「アジア・太平洋地域における安全保障体制の可能性と役割」を橋本龍太
郎内閣総理大臣に提出、発表

 17日 「予防外交国際研究グループ」活動開始（1999年８月27日まで）

ルーマニア・シナイアでの日欧対話（1994年）
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　　　11月６日 「チェチェン問題研究会」活動開始（現在に至る）
 27日 第15提言「WTO体制と日本」を橋本龍太郎内閣総理大臣に提出、発表
　12月15－22日  「チェチェン問題研究会」の招きにより、チェチェン共和国よりヌハーエフ第一副首

相およびチマーエフ外相来日し、各種催しに出席

1997年４月24日 「大戦略研究会」活動開始（1998年７月31日まで）
　　　７月11日  設立10周年記念シンポジウム「21世紀世界における日本の役割」および記念レセプ

ションを開催（東京）

1998年１月20－21日　 米戦略国際問題研究所と共催の国際シンポジウム「変化する世界と予防外交の
可能性」を開催（ワシントン）

　　　３月５日  第16提言「発展途上国支援の新方向を探る」を橋本龍太郎内閣総理大臣に提出、発
表

　　　６－７日 国際シンポジウム「東京アジア原子力フォーラム」を開催（東京）
　　　５月21日  「海洋国家セミナー」活動開始（2002年１月24日まで）
　７月20－21日  中国現代国際関係研究所と共催の国際シンポジウム 「アジア・太平洋における予防

外交の可能性」を開催（北京）
　　　８月24日 第17提言「情報革命時代における世界と日本」を小渕恵三内閣総理大臣に提出、発表
　　　10月１日 ホームページ（http://www.jfi r.or.jp）開設（現在に至る）
　　　　　２日 公開討論会「日本のODA：国益と国際貢献」開催（東京）
　　　11月27日 「国際貢献研究会」活動開始（2007年４月30日まで）

1999年４月19日 第18提言「対米中露関係の展望と日本の構想」を小渕恵三内閣総理大臣に提出、発表
　　　７月19日  日本国際フォーラム附属機関「日本予防外交センター」活動開始（2002年２月28日

まで）

2000年５月26日 第19提言「グローバル化経済とアジアの選択」を森喜朗内閣総理大臣に提出、発表
　　　６月12日  ブルッキングス研究所と共催の国際ワークショップ「日本の国際貢献の国内的源泉

とその制約」を開催（東京）
　　　９月15日  ハーバード大学法律大学院と共催の「日米国際金融シンポジウム」プロジェクト活

動開始（2003年５月
５日まで）

2001年４月９日  「対露政策を考える
会」活動開始（現在
に至る）

　　　７月６日  第20提言「新しい
国際主義：集団的人
間安全保障を目指し
て」を小泉純一郎内
閣総理大臣に提出、
発表

　　　10月24日 第21提言「リオ＋10と日本の環境外交」を小泉純一郎内閣総理大臣に提出、発表
　　　12月13日 「日米安全保障共同体研究会」活動開始（2006年２月27日まで）

2002年１月24日 設立15周年記念シンポジウム「海洋国家日本：文明とその戦略」を開催（東京）
　　　２月14日  第30回理事会・評議員会にて、「日本予防外交センター」の「特定非営利活動法人日

第20提言を小泉首相に提出する伊藤憲一理事長（2001年）



8

本紛争予防センター」への発展的解散を決議
　　　４月10日 「アジアの中の日本研究会」活動開始（2004年３月１日まで）
　　　７月８日 緊急国際会議「エネルギー安全保障と環境保全：原子力の役割」を開催（東京）
　　　12月18日  第22提言「東アジアにおける安全保障協力体制の構築」を小泉純一郎内閣総理大臣

に提出、発表

2003年６月20日  第23提言「東アジア経済共同体構想と日本の役割」を小泉純一郎内閣総理大臣に提
出、発表

　　　８月12日  日本政府より「東アジア研究所連合（NEAT）」の「国別代表」および「東アジア・
フォーラム（EAF）」の「日本側国内調整窓口」に指定される

2004年１月２日 「日米韓三国調整グループ（TCOG）」プロジェクト活動開始（2005年11月２日まで）
　　　４月28日  第24提言「新しい世界秩序と日米同盟の将来」を小泉純一郎内閣総理大臣に提出、

発表
　　　５月18日  「東アジア共同体評議会（CEAC）」設立総会において伊藤憲一当フォーラム理事長

が同評議会議長に選任される
　　　12月５日  「東アジア共同体構築の全体構造」に関するNEAT作業部会活動開始（2008年３月

31日まで）
　　　　　13日  第25提言「世界の中の日本：その文化と教育」を小泉純一郎内閣総理大臣に提出、

発表

2005年１月20日 「安全保障分野における知的交流研究会」活動開始（2009年３月31日まで）
　　　８月２日 「活性化委員会」活動開始（2009年１月27日まで）
　　　　　10日 第26提言「新しい脅威と日本の安全保障」を小泉純一郎内閣総理大臣に提出、発表
　　　21－23日 NEAT第３回年次総会（東京総会）をホストとして主催
　　　９月20日  「エネルギー分野の

協力に関する調査
研究会」活動開始
（2006年３月31日ま
で）

2006年４月12日  ホームページ上に
「政策掲示板『百花
斉放』」開設（現在
に至る）

　　　５月18日  第27提言「国際エ
ネルギー安全保障
体制の構築」を小泉純一郎内閣総理大臣に提出、発表

　　　10月３日  「エネルギー・環境問題に関する日中知的交流研究会」活動開始（2007年２月28日ま
で）

　　　　　30日  第28提言「変容するアジアの中での対中関係」を安倍晋三内閣総理大臣に提出、発
表

　　　11月５日 『メルマガ日本国際フォーラム』創刊（現在に至る）

2007年３月12日 麻生太郎外務大臣の臨席を得て、設立20周年祝賀夕食会を開催（東京） 　　　
　　　４月６日 「日本国際フォーラム塾」開講 （2007年６月22日まで）
　　　９月５日 第29提言「インドの躍進と日本の対応」を安倍晋三内閣総理大臣に提出

東京で開催されたNEAT第３回年次総会（2005年）
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　　　10月31日　「中国広報文化交流拠点の整備に関する調査研究会」活動開始（2008年３月31日まで）
　31－11月１日　EAF第５回年次総会（東京総会）をホストとして主催 

2008年２月20日  第30提言「ロシア国家の本質と求められる日本の対露戦略」を福田康夫内閣総理大
臣に提出、発表 

　　　23－24日　 シンガポール国立大学政策研究所と共催の「日・シンガポール・シンポジウム」を
開催 （東京）

　　　３月25日 『JFIR E-Letter』創刊（現在に至る） 
　　　４月18日 「国家戦略研究会」活動開始（2009年３月31日まで）
　　　　　28日 「東アジア環境協力」に関するNEAT作業部会活動開始（2010年３月31日まで）

2009年１月14日　 第31提言「グローバル化の中での日本農業の総合戦略」を麻生太郎内閣総理大臣に
提出、発表 

　　　３月２日 「東アジア食料安全保障」に関するNEAT作業部会活動開始（2011年３月31日まで）
　　　４月１日  「非伝統的安全保障における日米協力の課題と展望：海賊対策をめぐって」活動開始

（2010年８月30日まで）
　　　５月11日  意見広告「対露領土交渉の基本的立場を崩してはならない」（署名者92名）を全国紙

４紙に掲載 
　　　10月14日 「日中環境協力の推進に関する日中共同研究会」活動開始（2010年３月31日まで）
　　　　　22日  第32提言「積極的平

和主義と日米同盟の
あり方」を鳩山由紀
夫内閣総理大臣に提
出、発表 

　　　　　23日  意見広告「積極的平
和主義と日米同盟の
あり方」（署名者87
名）を全国紙３紙お
よび英字紙２紙に掲
載 

2010年５月24日  日米安保条約改定50周年記念円卓会議「50周年を迎える日米同盟：岐路か継続か」
を開催 （東京）

　　　６月17日  「『スマート・パワー時代』における日米同盟と日本外交研究会」活動開始（2011年
３月31日まで）

　　　　　17日  「東アジア地域協力をめぐる新視点と日本外交の課題研究会」活動開始（2011年３月
31日まで）

　　　　　23日 意見広告「50周年を迎える日米同盟：岐路か継続か」を全国紙３紙に掲載 
　　　11月24日 第33提言「外国人受入れの展望と課題」を菅直人内閣総理大臣に提出、発表 
　　　　　25日 意見広告「外国人受入れの展望と課題」（署名者86名）を全国紙３紙に掲載 

2011年３月28日 内閣総理大臣より公益財団法人に認定さる 
　　　４月１日 「公益財団法人日本国際フォーラム」に移行登記

日米安保条約改定50周年記念円卓会議のもよう（2010年）



１．政策提言活動

２．公開討論活動

３．調査研究活動

４．国際交流活動

５．広報啓発活動

６．国際政経懇話会

７．外交円卓懇談会
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（１）政策委員会による政策提言

【政策委員会とは何か】
　設立の当初より、政策委員会の政策研究およびそれを踏まえた政策提言（次頁参照）作成の活動は、
当フォーラムの活動の中核を成すものであった。政府から独立した民間・非営利の立場から外交・国際
問題というもっとも公共性の高い問題について、公平・中立な権威ある意見を発表し、政府に建言する
とともに、国民世論の形成に資したいというのが、われわれの目的である。なお、当フォーラムは、外交・
国際問題に関し、会員の審議、研究、提言を促し、もって内外の世論の啓発に努めることを目的とするが、
それ自体が組織として特定の
政策上の立場を支持し、もし
くは排斥することはない。政
策委員会によって採択される
「政策提言」の内容に対して
責任を有するのは、その「政
策提言」に署名する政策委員
のみであって、当フォーラム
ならびにその「政策提言」に
署名しない当フォーラムのそ
の他の関係者は、その内容に
対していかなる責任を負うも
のでもない。（政策委員の名
簿は37頁を参照）。

【政策提言はどのようにして作られるか】
　政策委員会が、特定の政策テーマについて研究、審議し、最終的に提言として採択するにいたるプロ
セスは、多数の人の知恵と汗を結集したものである。
　政策委員会は、各テーマ毎に１年余の期間をかけて４回の全体会議を開き、外部専門家を招いてその
意見を聴くとともに、政策委員間で審議する。また、政策委員の１人を主査とし、タスクフォースを組
織する。タスクフォースはこれらの研究成果やそれまでの政策委員間の審議結果を踏まえて、「政策提
言案」を作成し、これを政策委員会に提出する。第１回の政策委員会全体会議では主査より、第２回の

それでは外部のしかるべき権威者より、当該テーマについて基本的
な考え方を聴取し、その後出席した政策委員間で意見を交換する。
政策委員会は、その最後の全体会議で、この案の採否を審議するが、
出席政策委員の３分の２以上の賛成がなければ、その案を正式の「政
策提言」として発表することはできない。
　このようにして採択された「政策提言」は、その提言に賛成し、
署名する政策委員の連名で発表され、内閣総理大臣に提出されると
ともに、内外記者会見で発表されている。その内容は、毎回内外の
通信社によって全世界に即日配信されるほか、内外の新聞やテレビ
によって報道されている。また、当フォーラムとしても、和英両言
語の「政策提言」全文を意見広告として複数の全国紙に発表する（56
頁、60頁、78頁参照）ほか、これらを3,000部印刷し、内外の指導者、
有識者、オピニオン・リーダー等に直接送付している。これに対し
ては、クリントン米大統領（当時）からの直筆の礼状（左写真）を
はじめとして、世界各国、各方面より多数の激励や反響が当フォー
ラムに寄せられている。

クリントン米大統領（当時）からの
直筆の礼状

「積極的平和主義と日米同盟のあり方」を審議する政策委員たち
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【これまでの政策提言】
　これまでに発表された、また現在審議中の「政策提言」は、次のとおりである。

１．「日、米、アジアNICs間の構造調整」（主査　渡辺利夫）（1988年３月３日）
２．「北東アジアの長期的安定と協力のビジョン」（主査　神谷不二）（1989年３月15日）
３．「日本の経済力を世界経済の発展のためにいかに活用するか」（主査　金森久雄）（1989年７月25日）
４．「日米協力のあり方－責任分担を中心として」（主査　猪口孝）（1990年４月５日）
５．「国際通貨貿易システムの安定化への貢献」（主査　眞野輝彦）（1990年８月14日）
６．「変貌するソ連と日本の対応」（主査　田久保忠衛）（1991年４月10日）
７．「新段階を迎える市場開放」（主査　竹中一雄）（1992年２月27日廃案）
８．「国連の平和機能の強化と日本の役割」（主査　佐藤誠三郎）（1992年10月７日）
９．「アジア社会主義経済の変化と日本の対応」（主査　佐藤経明）（1993年６月８日）
10．「日欧政治関係：21世紀への展望」（主査　中西輝政）（1993年11月16日）
11．「地域経済圏形成の動きと日本の対応」（主査　小林寛）（1994年６月17日）
12．「中国の将来とアジアの安全保障：新しい日中関係をめざして」（主査　小島朋之）（1995年１月25日）
13．「日米経済摩擦の本質と対応」（主査　島田晴雄）（1995年８月３日）
14．「アジア・太平洋地域における安全保障体制の可能性と役割」（主査　渡邉昭夫）（1996年６月５日）
15．「WTO体制と日本」（主査　坂本正弘）（1996年11月27日）
16．「発展途上国支援のあり方の新方向を探る」（主査　草野厚）（1998年３月５日）
17．「情報革命時代における世界と日本」（主査　公文俊平）（1998年８月24日）
18．「対米中露関係の展望と日本の構想」（主査　伊藤憲一）（1999年４月19日）
19．「グローバル化経済とアジアの選択」（主査　トラン・ヴァン・トゥ）（2000年５月26日）
20．「新しい国際主義―集団的人間安全保障を目指して―」（主査　猪口邦子）（2001年７月６日）
21．「リオ＋10と日本の環境外交」（主査　山本良一）（2001年10月24日）
22．「東アジアにおける安全保障協力体制の構築」（主査　田中明彦）（2002年12月18日）
23．「東アジア経済共同体構想と日本の役割」（主査　吉田春樹）（2003年６月20日）
24．「新しい世界秩序と日米同盟の将来」（主査　伊藤憲一）（2004年４月28日）
25．「世界の中の日本：その文化と教育」（主査　袴田茂樹）（2004年12月14日）
26．「新しい脅威と日本の安全保障」（主査　佐瀬昌盛）（2005年８月10日）
27．「国際エネルギー安全保障体制の構築」（主査　内藤正久）（2006年５月18日）
28．「変容するアジアの中の対中関係」（主査　小島朋之）（2006年10月30日）
29．「インドの躍進と日本の対応」（主査　榊原英資）（2007年９月５日）
30．「ロシア国家の本質と求められる日本の対露戦略」（主査　袴田茂樹）（2008年２月20日）
31．「グローバル化の中での日本農業の総合戦略」（主査　本間正義）（2009年１月14日）
32．「積極的平和主義と日米同盟のあり方」（主査　伊藤憲一）（2009年10月22日）
33．「外国人受入れの展望と課題」（提言起草委員　平林博、井口泰）（2010年11月24日）
34．「グローバル・テロと日本の対応」（提言起草委員　山内昌之）（2011年１月７日廃案）
35．「膨張する中国と日本の対応」（主査　高木誠一郎）（審議中）
36．「ポスト３・11における日本と世界」（主査　島田晴雄）（審議中）

　ただし、７．「新段階を迎える市場開放」および34.「グ
ローバル・テロと日本の対応」は、第４回（最終回）政
策委員会に提出すべき「提言最終案」の起案段階までは
進んだが、その段階で、「提言」成立のために必要な政
策委員会のコンセンサスをとりまとめることができず、
結果として廃案となった。
　なお、17.「情報革命時代における世界と日本」は日
本電気、日本電信電話、CSKの３社の協賛を受けて実
施された当フォーラムとして初の冠提言であった。第33政策提言「外国人受入れの展望と課題」に

関するテレビBS11の放映ぶり
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（２）緊急提言委員会による政策提言

【緊急提言委員会とは何か】
　緊急提言委員会は、外交政策提言機関として誕生した当フォーラムとして、政策委員会の取り上げる
中長期的な問題だけでなく、激動する内外情勢のなかでその変化に対応し適時適切な緊急提言を行なう
ことも必要ではないか、との問題意識から、委員会の一つとして設立され、1992年６月４日から活動を
開始した。なお、緊急提言委員の名簿は36頁を参照。
　ウルグアイ・ラウンド交渉が最終段階に入っていた1993年２月５日、緊急提言委員会は全国紙４紙に
意見広告「『コメ輸入の関税化』受入れを決断しよう」を賛同する113名の連名で掲載し、その後のわが
国政府の最終的態度決定に大きな影響を与えた。

1993年２月５日付全国紙４紙に掲載された意見広告

　その後、2001年６月29日には「対露政策に関する緊急アピール」をメンバー10名の連名により発表し
た。また、2003年にはイラクの大量破壊兵器保有疑惑、北朝鮮の核開発疑惑など国際情勢が危機的状況
を迎える中、「イラク問題について米国の立場と行動を支持する」との緊急提言を有志39名の連名により、
２月20日付けで新聞発表した。2009年４月30日には、国民各界を代表する92名の連名による、緊急アピール「対
露領土交渉の基本的立場を崩してはならない」を意見広告として、全国紙４紙に発表した（54頁参照）。
　また、緊急提言委員会は、緊急提言委員だけでなく、政策委員にも参加を呼びかけて、随時拡大緊急
提言委員会を開催するが、2007年３月22日には、靖国神社参拝問題などのいわゆる「歴史認識」問題を
めぐって意見交換を行い、2010年10月６日には尖閣諸島沖漁船衝突事件をめぐって議論し、これらの成
果はそれぞれ報告書にとりまとめられ、発表された（27頁参照）。

（３）その他の政策提言活動

　上記の２つの委員会による政策提言活動の他に、当フォーラムは他の様々な調査研究活動を通じて、
たとえば、次のような政策提言活動を行っている。

１．「『スマート・パワー時代』における日米同盟と日本外交」（主査　神谷万丈）（2011年３月31日）
２．「東アジア地域協力をめぐる新視点と日本外交の課題」（主査　伊藤剛）（2011年３月31日）
３ ．「『スマート・パワー時代』における国際秩序とグローバル・ガバナンス」（主査　神谷万丈）（現在
審議中）
４．「変容するアジア太平洋地域と日米中関係の展望と課題」（主査　高原明生）（現在審議中）
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　当フォーラム日本語ホームページ（http://www.jfi r.or.jp）に設置されている政策掲示板「百花斉放」は、
当フォーラム関係者だけでなく、広く一般市民に開放された外交・国際問題に関する双方向の公開討論
の場として、運営されており、当フォーラムの活動の主要な柱のひとつとなっている。掲載されたすべ
ての投稿は、隔月１回全国約１万人の登録者に「メルマガ日本国際フォーラム」を通じて届け、さらに
注目すべき投稿は、英訳して、当フォーラム英語ホームページ上の「JFIR Commentary」欄において
紹介している。さらに、「JFIR Commentary」に掲載された投稿は、隔月１回全世界約１万人の登録者
に配信する「JFIR E-Letter」において「JFIR Commentary」として紹介している。

日本語版ホームページ（http://www.jfi r.or.jp）上の「百花斉放」欄
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　また、当フォーラムの機関紙『日本国際フォーラム会報』においても、毎号注目に値する好論文を「百
花斉放から」と題して紹介している。これまでに「百花斉放から」に掲載された投稿は以下の通りである。

１．「全く不明な日本の国家戦略」（田久保忠衛、2007年12月22日）
２．「チベット人民を『保護する責任』は？」（角田勝彦、2008年３月31日）
３．「『新冷戦期』は『不戦時代』の一形態」（伊藤憲一、2008年８月28日）
４．「金融危機は日本の好機」（坂本正弘、2008年11月４日）
５．「麻生首相のサハリン訪問を懸念する」（山田禎介、2009年２月26日）
６．「北朝鮮の核とミサイルへの対応」（宮脇磊介、2009年３月２日）
７．「『持ち込ませず』の明確化は日米同盟を危うくする」（高峰康修、2009年８月27日）
８．「漂流させてはならない日米同盟」（矢野義昭、2009年９月25日）
９．「米国、アジアで主導権目指す」（鍋嶋敬三、2010年１月29日）
10．「中国で感じたこと」（田原総一朗、2010年４月27日）
11．「我が国マスコミの品質の堕落ぶり」（大藏雄之助、2010年６月23日）
12．「中国の『前原外し』を許してはならない」（伊藤憲一、2010年10月23日）
13．「少子高齢化と日本の未来」（角田勝彦、2011年２月８日）

「百花斉放から」（『中国で感じたこと』田原総一朗、2010年４月27日）
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　当フォーラムは、外交・国際問題につき調査、研究を行うとともに、その成果を世に問うている。
この調査・研究活動を担う人的インフラとしての研究員制度は、「専任研究員（In-House Research 
Fellow）」（当フォーラムに本採用される常勤研究員）、「客員研究員（Visiting Research Fellow）」（契
約により、一定期間多様な研究計画にかかわる非常勤研究員）、「嘱託研究員（Guest Research Fellow）」
（委嘱を受けて、特定の研究計画にかかわる非常勤研究員）の３制度から成る。研究主幹は、研究室長
を指揮し、または兼務して、研究員の活動を調整する。
　当フォーラムの調査研究活動は、（１）「研究室活動」と（２）「特別研究活動」の２つに分類される。
（１）「研究室活動」は、個別の研究員による「研究員活動」と、複数の研究員から構成される研究会（原
則として期間を特定）による「研究会活動」から成り、（２）この「研究室活動」の枠を超えた、原則
として期間を特定しない（しばしば永続的な）活動は、「特別研究活動」として推進している。

（１）研究室活動

　これまでに実施してきた「研究室活動」の成果は、次のとおりである。

【研究員報告】
１．「1990年代における中日関係の展望：チャンスとチャレンジ」（楊伯江客員研究員、1992年）
２．「ルーマニアの対露関係：歴史とその教訓」（ユアン・ミルチャ・パシュク客員主任研究員、1993年）
３．「冷戦後日本の変革過程研究」（ナジムル・サギブ・ハーン客員主任研究員、1994年）
４．「日本の経済発展過程の組織論的研究」（ブラディミール・パスティ客員研究員、1994年）
５．「日本の安全保障論議の不毛さ」（ローラ・パケット客員研究員、1995年）
６ ．「社会の安定化と改革における日本の経験：中欧諸国への教訓」（グレゴーレ・ミハイル・パンデラ
シュ客員研究員、1995年）
７．「カナダの東アジア政策の要としての日本」（ローラ・パケット客員主任研究員、1997年）
８．「ファクトリーとしての国家：ソシオ・ファクトリー・モデル」（ユアン・スタン客員研究員、1997年）
９．「21世紀に向かう中日経済関係」（姜暁燕客員研究員、1997年）
10．「第３のメタファー：組織としての社会」（ユアン・スタン客員研究員、1997年）
11．「国際経済協力の新段階と21世紀の中日経済協力」（姜暁燕客員研究員、1997年）
12．「統合を強める欧州に対する日本の戦略」（アレクサンドル・コステスク客員研究員、1998年）
13 ．「日本とアジア太平洋地域との経済協力及び当地域の平和と発展への影響」（高海寛客員研究員、
1999年）
14．「新・戦争論（要約版）」（伊藤憲一上席研究員、2008年）
15．「NBC（核・生物・科学）テロリズムと段階的予防」（ファルホード・サビーロフ客員研究員、2008年） 
16．「東アジア地域統合と日本の地域政策」（袁冲客員研究員、2010年） 

【研究会報告】
１．「21世紀に向けての米国の東アジア政策」（研究会主査　岡照専任主任研究員、1994年）
２ ．「アジア諸国における旧ソ連邦による援助停止の影響とわが国援助のあり方に係わる基礎研究」（研
究会主査　伊藤憲一専任主任研究員、1995年）
３．「経済協力計画策定のための調査：南アフリカ」（研究会主査　林晃史嘱託主任研究員、1995年）
４ ．「ドイツ統一に伴う旧東独領域における収用所有権返還請求権問題等に関する分析」（研究会主査　
丸山英気嘱託主任研究員、1995年）
５．「ロシア極東経済における民間セクター形成の実態」（研究会主査　西村可明嘱託主任研究員、1995年）
６．「大口保険引受国等経済動向等調査：南アフリカ」（研究会主査　瀬崎克己専任主任研究員、1995年）
７．「経済協力計画策定のための調査：コーカサス３国」（研究会主査　瀬崎克己専任主任研究員、1996年）
８ ．「アジア太平洋における民主化の実態：韓国とタイについてのケース・スタディ」（研究会主査　瀬
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崎克己専任主任研究員、1996年）
９ ．「アジアと原子力の再生のために『アジアトム』設立構想の提唱」（研究会会長　金子熊夫専任主任
研究員、1996年）
10 ．「旧ソ連、旧ユーゴスラヴィア及び旧チェコスロバキアの各構成国の条約、国家財産・債務及び国
籍の国家承継の問題について」（研究会主査　森川俊孝嘱託主任研究員、1996年）
11 ．「ODAと総合安全保障」（研究会主査　草野厚嘱託主任研究員、1997年）
12．「予防外交と日本の役割」（研究会座長　堂之脇光朗嘱託主任研究員、1997年）
13 ．「ASEAN諸国におけるイスラムの政治、経済への影響：日本の対ASEAN理解の促進」（研究会主
査　中村光男嘱託主任研究員、1997年） 
14．「経済協力計画策定のための調査：ジンバブエ」（研究会主査　瀬崎克己専任主任研究員、1997年）
15．「集団安全保障の考え方及び国連憲章下で認められる武力の行使及び武力による威嚇」（研究会主査
　浅田正彦嘱託主任研究員、1997年）
16 ．「アジア原子力地域体制（アジアトム）の在り方と日本の果たすべき役割」（研究会会長　金子熊夫
専任主任研究員、1997年）
17．「ロシアにおける金融市場及び証券市場の発展」（研究会主査　久保庭真彰嘱託主任研究員、1997年）
18 ．「ASEAN諸国におけるイスラムの政治、経済への影響：日本の対ASEAN理解の促進（第２年度）」
（研究会主査　中村光男専任主任研究員、1998年）
19 ．「中南米地域における民主化の実態と今後の協力の可能性―日米コモン・アジェンダ『市民社会と
民主化』協力のための基礎的調査」（研
究会主査　稲田十一嘱託主任研究員、
1998年）
20 ．「予防外交と日本の役割：アクション・
メニュー」（研究会座長　堂之脇光朗嘱
託主任研究員、1998年）
21 ．「国家戦略序説」（研究会主査　神谷万
丈嘱託主任研究員、1998年）
22 ．「ASEAN諸国におけるイスラムの政
治、経済への影響：日本の対ASEAN理
解の促進（第３年度）」（研究会主査　中
村光男嘱託主任研究員、1999年）
23 ．「日本のODA：国益と国際貢献」（研究会
主査　伊藤憲一専任主任研究員、1999年）
24 ．「効果的な紛争予防のための国連と地域的機関との間の協力について」（研究会主査　瀬崎克己専任
主任研究員、1999年）
25 ．「国際法上禁止されていない行為から生じる損害に対する補償」（研究会主査　薬師寺公夫嘱託主任
研究員、1999年）
26．「諸外国による対ロシア投資」（研究会主査　久保庭真彰嘱託主任研究員、1999年）
27．「日露平和条約締結に関わる調査研究」（研究会主査　柳原正治嘱託主任研究員、2000年）
28 ．「留学・研究等人的交流を通じた大量破壊兵器及びミサイル関連技術の移転の阻止」（研究会主査　
伊藤憲一専任主任研究員、2000年）
29．「フィリピンの運輸インフラに関する評価」（研究会主査　横山正樹嘱託主任研究員、2000年）
30．「尖閣諸島の国際法上の論点」（研究会主査　浦野起央嘱託主任研究員、2001年）
31．「北方領土におけるコンドミニウム」（研究会主査　柳原政治嘱託主任研究員、2001年）
32 ．「競争法の域外適用に関する調査研究」（研究会メンバー　小寺彰嘱託研究員、道垣内正人嘱託研究
員、白石忠志嘱託研究員、2001年）
33 ．「競争法の域外適用に関する調査研究」（別冊資料集）（研究会メンバー　小寺彰嘱託研究員、道垣
内正人嘱託研究員、白石忠志嘱託研究員、2001年）
34 ．「人道的介入に関する国際社会の議論状況」（研究会主査　饗庭和彦嘱託主任研究員、2002年）
35 ．「いわゆる人道的介入に関する最近の動向」（研究会主査　浅田正彦嘱託主任研究員、2002年）
36 ．「アジア太平洋における地域協力の進め方」（研究会主査　李鍾元嘱託主任研究員、2002年）
37 ．「国連投票行動からみた国際関係」（研究会主査　浦野起央嘱託主任研究員、2003年）

日本のODA研究会における公開討論会のもよう（1999年）
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38 ．「日本周辺国の原子力関連施設に
関する調査」（研究会主査　今井隆
吉嘱託主任研究員、2003年）
39 ．「ロシア・CISの不安定要因」（研
究会主査　瀧澤一郎嘱託主任研究
員、2004年）
40 .「日・OSCE共催会議開催に伴う知
的交流事業」（研究会主査　福島安
紀子嘱託主任研究員、2004年）
41 ．「安全保障分野における知的交流」
（研究会メンバー　福島安紀子嘱託
主任研究員、佐島直子嘱託主任研究
員、星野俊也嘱託主任研究員、岩間
陽子嘱託主任研究員、2005年）

42．「エネルギー分野の協力」（研究会主査　廣野良吉嘱託主任研究員、2006年）
43  ．「安全保障に関する知的交流『日欧安全保障環境の相互理解の促進』」（研究会主査　福島安紀子嘱
託主任研究員、2006年）
44 ．「日中知的交流『持続可能な成長に向けた日中エネルギー協力』」（研究会主査　廣野良吉嘱託主任
研究員、2007年）
45 ．「安全保障に関する知的交流『日欧安全保障環境の相互理解の促進』」（研究会主査　福島安紀子嘱
託主任研究員、2007年） 
46 ．「中国における広報文化交流拠点の整備に係る調査」（研究会主査　紿田英哉嘱託主任研究員、2008年） 
47 ．「安全保障に関する知的交流『欧州各国での軍民協力活動の取組』」（研究会主査　中満泉嘱託主任
研究員、2008年） 
48 ．「安全保障に関する知的交流『中・東欧・コーカサス及び中央アジアから見た欧州の安全保障情勢』」
（研究会主査　福島安紀子嘱託主任研究員、2009年） 
49 ．「各種の中長期的国際情勢予測に関する調査研究」（研究会主査　矢野卓也専任主任研究員、2010年） 
50 ．「21世紀における日中環境協力の推進：省資源・資源再生化を中心として」（研究会主査　廣野良吉
客員上席研究員、2010年） 
51  ．「『スマート・パワー時代』の日米同盟と日本外交」（研究会主査　神谷万丈客員主任研究員、2011年） 
52 ．「東アジア地域協力をめぐる新視点と日本外交の課題」（研究会主査　伊藤剛客員主任研究員、2011年） 

（２）特別研究活動　　　　　　　　　　　　

　これまでに実施してきた「特別研究活動」の成果は、次のとおりである。

【チェチェン問題研究会】（1996年４月～至現在）
　1996年４月にワリド・シシャニ・チェチェ
ン共和国アジア巡回大使が来日したのをきっ
かけとして、同年11月６日に当フォーラム内
に「チェチェン問題研究会」が設立された。
　同研究会は、同年12月チェチェン共和国よ
りヌハーエフ第一副首相を団長、チマーエフ
外相を副団長とする使節団一行11名を日本に
招いた。また、2002年11月には緊急報告会「モ
スクワ人質事件はなぜ起こったか？」、2003
年11月には上記ヌハーエフ氏を描いたオラン
ダのドキュメンタリー映画「新帝国の創生」
上映会をそれぞれ開催した。また、2006年10

「日中環境協力研究会」における廣野主査（中央）の報告（2010年）

伊藤憲一研究会代表（中央）
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月には、その５日前に殺害されたロシア人反体制ジャーナリストのアンナ・ポリトコフスカヤを追悼す
る緊急集会を他の８団体との共催で東京で開催した。さらに、2010年６月には、同研究会とチェチェン
の子供たち日本委員会との共催で、チェチェン問題公開ディベート「テロと暗殺のはざまで 世代の壁は
越えられるのか？」を開催した。また、同年11月23日には、チェチェンの子供たち日本委員会の共催、チェ
チェン連絡会議の後援で、「リトビネンコ追悼ビデオ上映＋討論会」を開催した。

【対露政策を考える会】（2001年４月～至現在）
　政府の対露政策のぶれに危機感を高めた緊急提言委員会は、2001年４月９日同委員会の傘下に「対露
政策を考える会」（末次一郎座長）を設置して、議論を重ね、同年６月29日「日本は二島先行返還論に
これ以上拘わるべきでなく、あくまでも東京宣言を原点として四島の帰属問題を解決せよ」との「対露
政策に関する緊急アピール」を発表した。
　その後、袴田茂樹座長のもとで、同会は2004年２月13日、緊急提言委員会より独立し、「特別研究活動」
の一つとなった。

【東アジア研究所連合（NEAT）】（2003年８月～至現在）
　東アジア研究所連合（The Network of East Asian Think-tanks／NEAT）は、ASEAN＋３首脳会
議の決定を受けて設立された、政府公認のシンクタンクのネットワークであり、ASEAN加盟10カ国と
日中韓を合わせた13カ国の知的人材を動員して、東アジア地域協力に知的支援を与えることを目的とし
ている。NEATは年に一度総会を開催しているが、その年次総会で採択される政策提言はASEAN＋
３首脳会議に提出され、留意される。NEATにおいては、各国政府によって指定された「国別代表（カ
ントリー・コーディネーター）」が国内の調整作業と対外的なコミュニケーションの円滑化に当たるこ
ととされており、当フォーラムは、日本政府から日本の「国別代表」 に指定されている。当フォーラム
は、これまでNEATの設立総会（北京、2003年９月）、第２回年次総会（バンコク、2004年８月）に代
表団を派遣したほか、2005年８月21－23日にはその第３回年次総会を東京で主催した。その後も、第４
回年次総会（クアラルンプール、2006年８月）、第５回年次総会（シンガポール、2007年８月）、第６回
年次総会（バリ、2008年８月）、第７回年次総会（ソウル、2009年８－９月）、第８回年次総会（マニラ、
2010年８月）と、毎年代表団を派遣している。
　また、2005年に東京で開催された第３回年次総会以降は、総会開催前にいくつかのテーマに基づく作
業部会（WG）が組織され、これにより、NEAT参加国の専門家からなるグループがテーマごとに作業
部会において議論を重ね、その成果が年次総会での政策提言に反映されるようになった。

　これまでに日本が主催ないし共催したWGは、各年次総会について次のとおりであった。
　　2005年 第３回NEAT年次総会（東京）
　　　・「東アジア共同体構築の全体構造」WG（田中明彦主査）
　　　・「国際収支不均衡の解決を通じた東アジア経済統合の促進」WG（吉冨勝主査）
　　2006年 第４回NEAT年次総会（クアラルンプール）
　　　・ 「東アジア共同体構築の全体構造」WG（白石隆主査）
　　　・「域内為替相場の安定と東アジアにおける金融危機の予防」WG（浅見唯弘主査）
　　　・「東アジアにおける貿易―直接投資―技術」WG（吉冨勝主査）
　　2007年 第５回NEAT年次総会（シンガポール）
　　　・ 「東アジア共同体構築の全体構造」WG（白

石隆主査）
　　2008年 第６回NEAT年次総会（バリ）
　　　・ 「東アジア環境協力」WG（シンガポールと

共催・廣野良吉主査）
　　2009年 第７回NEAT年次総会（ソウル）
　　　・ 「東アジア環境協力」WG（シンガポールと

共催・廣野良吉主査）
　　　・ 「東アジア食料安全保障」WG（大賀圭司主査）
　　2010年 第８回NEAT年次総会（マニラ）
　　　・「東アジア食料安全保障」WG（大賀圭司主査） 「東アジア食料安全保障」WGのもよう（2010年）
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【東アジア・フォーラム（EAF）】（2003年8月～至現在）
　東アジア・フォーラム（The East 
Asian Forum／EAF）は、ASEAN＋
３首脳会議の決定を受けて設立された
国際組織であるが、上述のNEATが
東アジア13カ国のシンクタンクをネッ
トワークでつなぎ、東アジア地域統合、
さらには「東アジア共同体」を推進す
る知恵袋になろうとしているのに対し
て、東アジア・フォーラムは、東アジ
ア13カ国の産・官・学の代表者を集め
て、1.5トラックという半官半民の立
場から、東アジア地域統合の動きに対
して知的支援を提供しようとするもの
である。産・官・学の各界を代表する
団員からなる日本代表団が毎回出席しており、東アジア地域の協力関係のあり方について関係国と議論
を行っている。EAFにおいては、各国政府によって指定された「国内調整窓口（ナショナル・フォー
カル・ポイント）」が国内の調整作業と対外的なコミュニケーションの円滑化に当たることとされており、
当フォーラムは日本政府から日本の「国内調整窓口」に指定されている。
　当フォーラムは、これまでに設立総会（ソウル、2003年12月）、第２回年次総会（クアラルンプール、
2004年12月）、第３回年次総会（北京、2005年10月）、第４回年次総会（カンボジアのシエムリアプ、
2006年11月）に参加したほか、2007年10月31－11月1日には、その第５回年次総会を東京で主催した。
その後も、第６回年次総会（ラオス・ルアンプラバン、2008年10月）、第７回年次総会（ソウル、2009年
９月）、第８回年次総会（ベトナム・ダラット、2010年８月）に参加している。

【その他の特別研究活動】
１．21世紀セミナー（1994年９月～1999年８月）　
　第１期（1994年度）セミナー「国民、文明、人類：21世紀を動かすもの」（村田良平座長）
　第２期（1995年度）セミナー「21世紀における国際的安全保障の枠組みの展望」（樋口廣太郎座長）
　第３期（1996年度）セミナー「グローバリズムとリージョナリズム」（金森久雄座長）
　第４期（1997年度）シンポジウム「21世紀世界における日本の役割」（谷川平夫・伊藤憲一共同議長）
２．原子力環境外交研究会（1995年６月～2002年７月、金子熊夫主査）
３．予防外交国際研究グループ（1996年６月～1999年８月、堂之脇光朗座長）
４．大戦略研究会（1997年４月～1998年７月、神谷万丈主査）
５．海洋国家セミナー（1998年５月～2002年１月）
　第１期（1998年度）セミナー「日本のアイデンティティ：西洋でも東洋でもない日本」（西尾幹二氏他）
　第２期（1999年度）セミナー「21世紀日本の大戦略：島国から海洋国家へ」（川勝平太氏他）
　第３期（2000年度）セミナー「海洋国家日本の構想：世界秩序と地域秩序」（森本哲郎氏他）
　第４期（2001年度）シンポジウム「海洋国家日本：文明とその戦略」（伊藤憲一議長）
６．国際貢献研究会（1998年10月～2007年４月、土山實男日本側主査、マイク・モチズキ米国側主査）
７．日米国際金融シンポジウム（2000年９月～2003年５月、柳沢伯夫氏他）
８．日米安全保障共同体（2001年12月～2005年12月、（添谷芳秀日本側主査、マイク・モチヅキ米国側主査）
９．アジアの中の日本研究会（2002年４月～2004年３月、白石隆第１年度主査、山澤逸平第２年度主査）
10．日米韓三国調整グループ（TCOG）プロジェクト（2004年１月～2005年11月、高木誠一郎氏他）
11．国家戦略研究会（2008年４月～2009年３月、伊藤憲一座長、神谷万丈主査）
12．日米共同「海賊対策」研究会（2009年４月～2010年８月、伊藤剛主査）

東京で開催されたEAF第５回年次総会（2007年）
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　当フォーラムは、政策志向の国際的な知的交流を組織し、推進することにより、世界世論の動向に
対してアンテナを張ると同時に、そのような世界世論の形成にできるだけわが国各方面の考え方をイン
プットし、もってわが国の主張や立場を反映させようと努力している。このような観点から、1989年の「日
ソ・シンポジウム」を嚆矢として今日まで、当フォーラムは国内外において単独で、あるいは共催によ
り、さまざまな形式の国際的な対話、会議、シンポジウム、ワークショップ、セミナー等を開催し、ま
た交流あるいは親善を目的とした使節団を派遣し、あるいは受け入れてきた。その規模も十数名の専門
家だけのセミナーから数百名の各国各界の人士の参加するシンポジウムまでとさまざまであった。この
25年間における主要な会議・シンポジウム等、同じく主要な使節団の派遣・接受のみ列挙すれば、それ
ぞれ下記のとおり63回、20回であった。

【会議・シンポジウム等】
１．日ソ・シンポジウム「変化する世界の中でのソ連と日本」（1989年10月23日、東京）
２．昼食講演討論会「ゴルバチョフと欧州の安全保障」（1989年12月１日、東京）
３ ．日本アセアン円卓会議「日本とアセアン：完全なパートナーシップを目指して」（1990年９月10―11日、
東京）
４．昼食講演討論会「湾岸戦争とその日米同盟への影響」（1991年４月23日、東京）
５．日米シンポジウム「朝鮮半島についての日米対話」（1991年５月23日、東京）
６．設立５周年記念特別国際シンポジウム「新世界秩序と日本の役割」（1992年３月12日、東京）
７ ．日中国交正常化20周年記念国際シンポジウム「世界の中の日中関係：課題と挑戦」（1992年９月６
―８日、東京）
８．客員研究員研究報告討論会「ルーマニアの対露関係：歴史とその教訓」（1993年３月９日、東京）
９ ．第１回シナイア日欧対話「東欧および旧ソ連の改革と安定：日本の関心と潜在的貢献」（1994年３
月９―11日、ルーマニア・シナイア）
10．夕食講演討論会「冷戦後日米関係の展望」（1994年４月７日、東京）
11．講演・討論会「冷戦後のアメリカの国家安全保障政策」（1994年10月19日、東京）
12 ．第２回シナイア日欧対話「国民、文明、人類：21世紀を動かすもの」（1995年５月24―27日、ルーマニア・
シナイア）
13．意見交換セミナー「日米自動車紛争とリビジョニズム」（1995年11月24日、東京）
14 ．意見交換セミナー「アジア・太平洋地域における安全保障体制の可能性と役割」（1995年12月４日、
ワシントン）
15．講演・討論会「日米安全保障関係の展望」（1996年１月25日、東京）
16 ．汎アジア・コロキュアム「21世紀における国際的安全保障の枠組みの展望」（1996年３月24―26日、
クアラルンプール）
17．日比交流の夕べ「変化するアジア太平洋と日比関係」（1996年９月12日、東京）
18 ．夕食講演討論会「チェチェンの声
を聞く」（1996年12月17日、東京）
19 ．第１回予防外交国際ワークショッ
プ「日米対話：冷戦後の世界と予
防外交の可能性」（1997年11月13日、
東京）
20 ．第２回予防外交国際ワークショッ
プ「日独中対話：冷戦後の世界と予
防外交の可能性」（1997年12月９日、
東京）
21 ．第１回予防外交国際シンポジウム
「変化する世界と予防外交の可能性」
（1998年１月20―21日、ワシントン）
22 ．クマール・ルペシンゲ新著出版記 クアラルンプールで「21世紀安全保障」を議論（1996年）
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念特別講演会「予防外交―『紛争の時
代』における新たな指針」（1998年２月
19日、東京）
23 ．東京アジア原子力フォーラム「アジ
アの原子力の再生を目指して」（1998
年３月６―７日、東京）
24 ．第２回予防外交国際シンポジウム「ア
ジア・太平洋における予防外交の可能
性」（1998年７月20―21日、北京）
25 ．第３回予防外交国際ワークショップ
「日米豪対話：予防外交の実践とNGO
の役割」（1998年10月26日、東京）
26 ．原子力環境外交研究特別講演会「核
軍縮と北東アジアの安全保障」（1998
年11月11日、東京）

27 ．第４回予防外交国際ワークショップ「日米欧対話：予防外交の実践とNGOの役割」（1998年12月10
日、東京）
28．国際貢献研究会第１回日米合同セミナー「多国間レジームと日本経済の構造・規制」（1999年５月７日、
東京）

29．国際貢献研究会第２回日米合同セミナー「日本の対中国戦略と国際・国内要因の相互作用」（1999
年５月21日、東京）

30．予防外交国際シンポジウム「小火器問題と市民社会」（1999年６月３日、東京）
31．国際貢献研究会第３回日米合同セミナー「日本の歴史認識とその社会的・政治的再構成」（1999年
６月11日、東京）

32．国際貢献研究会第４回日米合同セミナー「日本の防衛計画・予算における国内要因の影響」「1990
年代の日本の外交政策における民主主義推進と人権保護の役割」（1999年９月９日、ワシントン）

33．国際貢献研究会第５回日米合同セミナー「日本の国際貢献の国内的源泉とその制約」（1999年９月
10日、ワシントン）

34．国際貢献研究会国際ワークショップ「日本の国際貢献の国内的源泉とその制約」（2000年６月12日、
東京）

35．第３回日米国際金融シンポジウム「21世紀金融システムの構築：日本と米国にとっての課題」（2000
年９月15―17日、米国・ブレトンウッズ）

36．第４回日米国際金融シンポジウム「21世紀金融システムの構築：日本と米国にとっての課題」（2001
年12月７―９日、御殿場）

37．原子力環境外交研究会緊急国際会議「エネルギー安全保障と環境保全：原子力の役割」（2002年７
月８日、東京）

38．第５回日米国際金融シンポジウム「21世紀金融システムの構築：日本と米国にとっての課題」（2002
年９月20―22日、ワシントン）

39．日米安全保障共同体研究会第１年度日米合同ワークショップ「日米同盟の再定義：日米安全保障共
同体の可能性」（2002年11月５日、ワシントン）

40．国際ワークショップ「アジアとの対話：アジアの中の日本とその役割―政治システムとしてのアジ
ア―」（2003年１月27日、東京）

41．国際ワークショップ「アジアとの対話：アジアの中の日本とその役割―経済システムとしてのアジ
ア―」（2003年12月８日、東京）

42．日米安全保障共同体研究会第２年度日米合同ワークショップ「日米同盟の再定義：日米安全保障共
同体の可能性」（2003年12月14―15日、東京）

43．国際シンポジウム「東アジアの経済発展と人間の安全保障」（2004年２月13―14日、東京）
44．日・OSCE共催会議「The Search for Eff ective Confl ict Prevention in the New Security Circumstances: 
European Security Mechanisms and Security in Asia」（2004年３月15―16日、東京）
45．日米安全保障共同体研究会第３年度日米合同シンポジウム「日米同盟の再定義：日米安全保障共同
体の可能性」（2004年11月１日、ワシントン）

日米国際金融シンポジウムのもよう（2002年）
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46．日米韓三国調整グループ（TCOG）プロジェクト日米韓合同ワークショップ（2004年11月５日、東京）
47．日米韓合同シンポジウム「日米韓対話：朝鮮半島の将来と日米韓安全保障協力」（2004年11月６日、
東京）

48．東アジア研究所連合（NEAT）第３回年次総会（2005年８月21―23日、東京）
49．国際ワークショップ「エネルギー・環境問題に関する日中協力」（2006年10月８日、北京）
50．国際シンポジウム「日中対話：日中関係とエネルギー・環境問題」（2007年１月23―24日、東京）
51．東アジア・フォーラム（EAF）第５回年次総会（2007年10月31―11月１日、東京）
52．日・シンガポール・シンポジウム（2009年２月23―24日、東京）
53．国際ワークショップ「日中環境協力」（2009年12月22日、北京）
54．国際シンポジウム「日中対話：21世紀における日中環境協力の推進：循環型社会の構築に向けて」（2010
年２月８日、東京）
55．国際シンポジウム「日米対話：非伝統的安全保障における日米協力の推進：海賊対策をめぐって」（2010
年２月14日、東京）
56．日米安保条約改定50周年記念円卓会議「50周年を迎える日米同盟：岐路か、継続か」（2010年５月24日、
東京）

57．国際シンポジウム「日印対話：東アジアのアーキテクチャーと日印関係」（2010年９月22日、東京）
58．国際ワークショップ「『スマート・
パワー時代』における日米同盟」
（2010年11月16―17日、ワシントン） 
59．日豪1.5トラック安全保障対話
（2010年12月６―７日、豪州・キャ
ンベラ） 

60．国際シンポジウム「日米対話：『ス
マート・パワー時代』の日米関係」
（2011年２月14日、東京）
61．国際ワークショップ「『スマート・
パワー時代』における日米同盟」
（2011年２月15日、東京）
62．国際シンポジウム「日・東アジア対話：
変動する東アジアと地域協力をめぐる
新視点」（2011年２月24日、東京）
63．日・シンガポール・シンポジウム（2011年４月25－26日、シンガポール）

【使節団・代表団等の招待と派遣】
＜招待＞
１．チェチェン訪日使節団（ホザメド・ヌハーエフ第一副首相団長他10名　1996年12月15―22日）
＜派遣＞
１．日本国際フォーラム友好親善訪中団（伊藤憲一団長他３名　1998年８月６―13日、北京、重慶、山
峡、武漢、上海）

２．日本国際フォーラム友好親善訪中団（柿澤弘治団長他３名　1999年８月29―９月７日、北京、西安、
昆明）

３．日本国際フォーラム友好親善訪中団（愛知和男団長他２名　2001年９月25―10月１日、北京、上海、
杭州、広州、深州、香港）

４．日本国際フォーラム友好親善訪中団（吉田春樹団長他４名　2003年９月15―20日、北京、南京、無
銭、上海）

５．NEAT総会日本代表団（伊藤憲一理事長他５名　2003年９月29―30日、北京）
６．東アジア・フォーラム日本代表団（上島重二氏他３名　2003年12月14―16日、ソウル）
７．NEAT総会日本代表団（伊藤憲一理事長他７名　2004年８月16―17日、バンコク）
８．東アジア・フォーラム日本代表団（羽田孜氏他３名　2004年12月５―６日、クアラルンプール）
９．日本国際フォーラム友好親善訪中団（畑恵団長他３名　2005年10月11―17日、北京、武漢、杭州）
10．東アジア・フォーラム日本代表団（吉冨勝氏他３名　2005年10月31日、北京）

国際シンポジウム「日米対話」のもよう（2011年）
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11 ．NEAT総会日本代表団（伊藤憲一理事長他
６名　2006年８月21―23日、クアラルンプー
ル）
12 ．東アジア・フォーラム日本代表団（井上明
義氏他３名　2006年11月22日、カンボジア・
シエムリアプ）
13 ．NEAT総会日本代表団（伊藤憲一理事長他
８名　2007年８月20―22日、シンガポール）
14 ．NEAT総会日本代表団（伊藤憲一理事長他
８名　2008年８月24―25日、バリ島） 
15 ．東アジア・フォーラム総会日本代表団（進
藤榮一氏他４名　2008年10月15―16日、ラオス・ルアンプラバン） 
16 ．NEAT総会日本代表団（伊藤憲一理事長他６名　2009年８月30―９月１日、ソウル） 
17 ．東アジア・フォーラム総会日本代表団（伊藤憲一理事長他６名　2009年９月１―２日、ソウル） 
18 ．NEAT総会日本代表団（平林博副理事長他７名　2010年８月23―24日、マニラ）
19 ．東アジア・フォーラム総会日本代表団（平林博副理事長他３名　2010年８月25―27日、ベトナム・
ダラット）

　当フォーラムは、広報啓発活動として下記のとおり、（１）『日本国際フォーラム会報』、（２）ホーム
ページ、（３）メールマガジン、（４）出版刊行、の４つの活動を行っている。

（１）『日本国際フォーラム会報』　　　　　　

　1994年１月１日に創刊された当フォーラムの機関紙（季刊）である。当フォーラムの最新の活動内容
を紹介すると同時に、「百花斉放から」等のコラムをつうじて広く一般市民の投稿も随時掲載している。
発行部数は毎回3,000部であり、当フォーラム会員のほか、国会議員、地方自治体首長、主要企業トップ、
政府高官、在外日本大使、在京各国大使、マスコミ各社、学者、評論家、シンクタンク、各地図書館など、
精選されたわが国各界の指導者3,000人に配布されている。2007年春季号から2011年春季号までの各号
の１面のみを、「付録２．」（45頁～61頁参照）として巻末に添付したのでご参照願いたい。なお、創刊
号から2007年冬季号までの各号１面は『財団法人日本国際フォーラムの歩み』バックナンバー（第６号
～第10号）に掲載ずみである。

（２）ホームページ

【日本語版ホームページ】
　当フォーラムのホームページは当フォーラムのいわばショーウィンドーであり、全国の市民、学生、
研究者、オピニオン・リーダーなど各界各層の広範な人々から外交・国際問題に関する有益な情報源と
して、評価されている。また、日本語版トップページ（http://www.jfi r.or.jp）に政策掲示板「百花斉放」
（14頁参照）を開設しているほか、『日本国際フォーラム会報』や『政策提言』の全文を掲載し、また政
策委員会等の主要会議の議論の概要も公開するなど、当フォーラムの活動内容を対外的に発信している。
また、「出版刊行物オンライン販売システム」、「個人準会員オンライン入会システム」等を通じて、当
フォーラムへの入会や出版物頒布を促進している。

NEAT総会のもよう（2010年）
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【英語版ホームページ】
　英語版トップページ（http://www.jfi r.or.jp/e/index.htm）に、政策委員会等の活動を掲載するほか、
「JFIR Commentary」欄を開設し、全世界に向けて当フォーラムの活動内容を発信している。79頁を
ご参照ありたい。

（３）メールマガジン

【『メルマガ日本国際フォーラム』】
　日本語による隔月発行のメールマガジン『メルマガ日本国際フォーラム』で、2011年１月20日から約
１万人の登録者に配信している。毎号、当フォーラムの最新の活動を伝えるニュースと政策掲示板「百
花斉放」の直近２ヵ月間の全投稿の紹介から構成されている。

【『JFIR E-Letter』】
　英語による隔月発行のメールマガジン『JFIR E-Letter』で、2008年３月25日に創刊され、2011年１
月20日から約１万人の登録者に配信されている。毎号「JFIR Commentary」、「JFIR Updates」等から
構成されている。

『メルマガ日本国際フォーラム』

　　　　　　　

『JFIR E-Letter』

　

（４）出版刊行

　当フォーラムは、その研究、審議、提言活動の成果を各種形式の出
版物として印刷に付し、当フォーラム会員に無料で配布する他、一部
は全国書店でも販売している。下記はそのような当フォーラム出版
刊行物の分類番号順の概要であるが、これら出版刊行物の一覧は当
フォーラムのホームページ（http://www/jfi r.or.jp）に掲載され、絶
版あるいは非公開の一部出版刊行物を除き、オンライン販売システム
により販売されている。また一部の出版刊行物はその英訳が英語版と
して刊行されている。

『「スマート・パワー時代における日
米同盟と日本外交」研究会報告書』
（2011年３月）



26

【日本国際フォーラム叢書】（JF-J-I）
　当フォーラムが実施している研究・討議・提言等の活動成果は、それぞれ報告書、速記録、提言書な
どの形で印刷に付され、あるいはホームページに掲載されて、会員のみならず、広く内外の関心を有す
る各界各方面に頒布されてきているが、当フォーラムは、1989年以来、「日本国際フォーラム叢書」を
刊行してきている。1989年から1991年までは文藝春秋をつうじて２冊を、その後1996年までは三田出版
会をつうじて10冊を、そしてその後2001年までは日本国際フォーラムの自主出版により５冊を、また、
2010年からはたちばな出版をつうじて１冊を、それぞれ出版している。

１．渡辺利夫著『西太平洋の時代』（1989年）
２．金森久雄著『地球時代の日本経済』（1991年）
３ ．大来佐武郎／伊藤憲一／田中明彦監修『新世界秩序と日本の役割』
（1992年）
４．眞野輝彦著『「真の豊かさ」と世界貢献』（1992年）
５ ．中北徹／浦田秀次郎／原田泰著『なぜ市場開放が必要なのか』
（1993年）
６．伊藤憲一著『地平線を超えて』（1993年）
７．伊藤憲一対談集『21世紀世界への道案内』（1995年）
８ ．佐藤経明／矢吹晋／白石昌也／丹藤佳紀著『変貌するアジアの
社会主義国家』（1995年）
９ ．佐藤誠三郎／今井隆吉／山内康英共編『岐路に立つ国連と日本
外交』（1995年）
10．小島朋之／高井潔司／高原明生／阿部純一著『「中国」の時代』（1995年）
11．島田晴雄／南条俊二／近藤剛／竹森俊平／田村次朗著『ストップ・ザ・日米摩擦』（1995年）
12．中西輝政／田中俊郎／中井康朗／金子譲著『なぜヨーロッパと手を結ぶのか』（1996年）
13 ．伊藤憲一監修『日本のアイデンティティ：西洋でも東洋でもない日本』（1999年）
14 ．堂之脇光朗編著『予防外交入門：冷戦後の平和の新しい可能性を探る』（1999年）
15．伊藤憲一監修『21世紀日本の大戦略：島国から海洋国家へ』（2000年）
16．伊藤憲一編著『現代予防外交論』（2000年）
17．伊藤憲一監修『海洋国家日本の構想：世界秩序と地域秩序』（2001年）
18 ．伊藤憲一監修／東アジア共同体評議会編集『東アジア共同体白書二〇一〇』（2010年）

【政策委員会政策提言】（JF-J-II）
　「政策委員会」（11頁参照）で紹介した「政策提言」は、これまでに33点（12頁参照）が出版されてい
る。日本語版、英語版で各3,000部が印刷され、内外の各界指導者に直接配布されている。

これまでに発表された第１～第33政策提言
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【緊急提言】（JF-J-III）
　「緊急提言委員会」（13頁参照）で紹介した緊急提言委員会による緊急提言として、意見広告「『コメ
輸入の関税化』受入れを決断しよう」、「対露政策に関する緊急アピール」、「イラク問題について米国の
立場と行動を支持する」、「『歴史認識』問題に関する意見交換のための拡大緊急提言委員会－速記録－」、
「緊急アピール『対露領土交渉の基本的立場を崩してはならない』」、「『尖閣諸島沖での漁船衝突事件』
に関する意見交換のための拡大緊急提言委員会－速記録－」がある。

【研究室活動報告】（JF-J-IV）
　「研究室活動」（16頁参照）にて紹介ずみのとおり、当フォーラムの専任研究員、客員研究員等による
研究成果を報告書として刊行した「研究員報告」16点、および当フォーラムが組織した研究会による研
究成果を報告書として刊行した「研究会報告」52点がある。

【国際交流活動刊行物】（JF-J-V）
　「国際交流活動」（21頁参照）で紹介した国際的な会議、シンポジウム、ワークショップ、セミナー等
の成果を報告書として刊行したものが18点ある。

【国際政経懇話会記録】（JF-J-VI）
　次頁の国際政経懇話会で紹介する「国際政経懇話会」は、原則としてオフレコで開催されているが、
その概要は「メモ」としてホームページ上で公表されており、さらにその全文も、講師の了解を得て速
記録として作成されたことがある。

【特別研究活動刊行物】（JF-J-VII）
　当フォーラムが実施した各種「特別研究活動」（18頁参照）の成果を報告書として刊行したものであり、
「21世紀セミナー刊行物」、「海洋国家セミナー刊行物」、「予防外交国際研究グループ刊行物」、「原子力
環境外交研究会刊行物」、「国際貢献研究会刊行物」、「アジアの中の日本研究会刊行物」、「日米安全保障
共同体研究会刊行物」、「国家戦略研究会刊行物」、「東アジア研究所連合作業部会刊行物」がある。

【広報資料】（JF-J-VIII）
　当フォーラムの活動の概要等を紹介する広報資料としては、創立５周年の際に設立から５年間の当
フォーラムに関する新聞・雑誌の主要記事をまとめた『ＪＦスクラップブック』および『日本国際フォー
ラム会報』のほか、随時定期的に発行している『日本国際フォーラムの歩み』がある。当フォーラムの
活動状況の全体を関係各位のご参考に資するために体系的にとりまとめたものである。設立発起人会の
当日に配布された資料『財団法人日本国際フォーラム設立発起人会』の内容をアップデートする形で、
1988年11月、1991年１月、1992年３月、1994年６月、1997年７月、2000年10月、2002年７月、2005年９
月、2007年３月と逐次改訂版が出版され、今回の2011年４月１日号は、その第11号となっている。

【英文刊行物】
　上記の日本語版出版刊行物に加えて、その一部または全部を英訳した英語版出版刊行物も刊行してい
る。その分類番号順の概要は次の通りである。
１．Policy Council Recommendations（JF-E-I）
２．Research Fellow Papers （JF-E-II）
３．Project Reports and Recommendations （JF-E-III）
４．Promotional Materials （JF-E-IV）

The Global Maritime Security 
and the Japan-U.S. Alliance
（May 2010）
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【国際政経懇話会とは何か】
　国際政経懇話会は、毎月１回定例的に、国際情勢の機微に精通した専門家あるいは権威者を講師に迎
えて開催している昼食会である。時局を中心とした外交・国際問題について、インフォーマルかつコン
フィデンシャルな懇談を行っている。
　当初は「外交事情懇話会」として12回（1987年６月～1988年６月）、その後「国際政経懇話会」とし
て234回（1988年７月～2011年５月）開催されている。なお、第68回（1994年11月）より当フォーラム
姉妹団体「グローバル・フォーラム」（大河原良雄代表世話人）との二者共催で、また第164回（2004年
６月23日）より同「東アジア共同体評議会」（中曽根康弘会長）との三者共催で、それぞれ実施されて
いる。従来は朝食会であったが、第185回（2006年７月11日）よりは昼食会として開催している。
　各会合の議論の概要は、講師の了解を得て、「メモ」にとりまとめ、『会報』、当フォーラムのホームペー
ジ、メルマガ等を通して一般市民にも広く公開している。

【最近の国際政経懇話会】
　最近から2006年まで遡ると、その開催日および講師は、つぎのとおりとなる。

　2011年５月19日　立山　良司　　防衛大学校教授
　　　　４月12日　小寺　次郎　　外務省欧州局長
　　　　３月10日　小此木政夫　　慶應義塾大学教授
　　　　２月17日　柳瀬　唯夫　　経済産業省大臣官房総務課長
　
　2010年12月13日　平林　　博　　日本国際フォーラム副理事長
　　　　　　　　　井口　　泰　　関西学院大学教授
　　　　11月10日　篠田　研次　　外務省国際情報統括官
　　　　10月13日　石毛　博行　　前経済産業省経済産業審議官
　　　　９月15日　高原彦二郎　　コンサルビューション代表
　　　　７月27日　近衞　忠煇　　国際赤十字・赤新月社連盟会長・日本赤十字社社長
　　　　６月18日　大宅　映子　　日本国際フォーラム評議員・評論家
　　　　５月12日　北岡　伸一　　東京大学教授

日中歴史問題について講話する北岡教授（中央）

　　　　４月14日　遠藤　浩一　　拓殖大学大学院教授
　　　　３月16日　玉木林太郎　　財務省財務官
　　　　２月17日　薮中三十ニ　　外務省外務事務次官
　　　
　2009年12月７日　伊藤　憲一　　日本国際フォーラム理事長
　　　　　　　　　森本　　敏　　拓殖大学海外事情研究所長
　　　　11月10日　島田　晴雄　　千葉商科大学学長
　　　　10月15日　宮脇　磊介　　初代内閣広報官
　　　　９月18日　鹿取　克章　　ASEAN担当特命全権大使
　　　　７月10日　杉浦　正章　　政治評論家
　　　　６月17日　岡田　秀一　　経済産業省通商政策局長
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　　　　５月26日　増田　好平　　防衛省防衛事務次官
　　　　４月９日　谷崎　泰明　　外務省欧州局長
　　　　３月13日　本間　正義　　東京大学大学院教授
　　　　　　　　　高木　勇樹　　都市農山漁村交流活性化機構理事長
　　　　２月18日　伊藤　元重　　総合研究開発機構理事長
　　　
　2008年12月10日　大場　智満　　国際金融情報センター理事
　　　　11月20日　岡崎　久彦　　岡崎研究所理事長・所長
　　　　10月22日　丹波　　實　　日本エネルギー経済研究所顧問・元駐ロシア大使
　　　　９月29日　西尾　幹二　　電気通信大学名誉教授
　　　　７月11日　ペマ・ギャルポ　　国際情勢コメンテーター
　　　　６月16日　谷内正太郎　　前外務事務次官
　　　　５月15日　櫻井よしこ　　ジャーナリスト
　　　　４月９日　袴田　茂樹　　青山学院大学教授
　　　　　　　　　前原　誠司　　衆議院議員（民主党）

対露戦略のあり方を語る袴田教授（中央）と前原議員（右）

　　　　３月18日　手嶋　龍一　　外交ジャーナリスト
　　　　２月13日　小池百合子　　衆議院議員（自由民主党）
　
　2007年12月21日　榊原　英資　　早稲田大学教授
　　　　11月２日　篠原　尚之　　財務省財務官
　　　　10月11日　谷崎　泰明　　外務省領事局長
　　　　８月29日　松浦晃一郎　　UNESCO事務局長
　　　　７月２日　奥田　紀宏　　外務省中東アフリカ局長
　　　　６月27日　清水　英雄　　総務省総務審議官
　　　　５月23日　平林　　博　　前在仏大使
　　　　４月19日　別所　浩郎　　外務省国際協力局長
　　　　３月28日　内田　俊一　　内閣府事務次官
　　　　２月20日　平松　茂雄　　元防衛庁防衛研究所研究室長
　　　　１月29日　小島　朋之　　慶應義塾大学教授
　　　　　　　　　谷野作太郎　　元駐中国大使
　
　2006年12月５日　黒田　篤郎　　経済産業省通商政策局国際経済課長
　　　　11月17日　北岡　伸一　　東京大学教授
　　　　10月16日　山内　昌之　　東京大学教授
　　　　９月12日　谷内正太郎　　外務省外務事務次官
　　　　７月11日　内藤　正久　　日本エネルギー経済研究所理事長
　　　　　　　　　廣野　良吉　　成蹊大学名誉教授
　　　　６月14日　鈴木　敏郎　　前駐イラク大使
　　　　５月19日　小田部陽一　　外務省中東アフリカ局アフリカ審議官
　　　　４月19日　朝海　和夫　　前EU日本代表部大使
　　　　３月15日　有冨寛一郎　　総務省総務審議官
　　　　２月24日　江利川　毅　　内閣府事務次官
　　　　１月20日　中村　　滋　　外務省国際情報統括官
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【外交円卓懇談会とは何か】
　外交円卓懇談会は、当フォーラムとその姉妹団体である「グローバル・フォーラム」および「東アジ
ア共同体評議会」との共催により、政治・経済・文化・社会等いろいろの分野で世界的に活躍する専門
家（海外で活躍する日本人を含む）の来日あるいは帰国の機会をとらえて、その知見を発表していただ
くことを目的としている。
　各会合の議論の概要は、講師の了解を得て、「メモ」にとりまとめ、『会報』、当フォーラムのホームペー
ジ、メルマガ等を通して一般市民にも広く公開している。

【最近の外交円卓懇談会】
　最近から2006年まで遡ると、その開催日および講師は、つぎのとおりとなる。

　2011年５月18日　植田　隆子　　　　　　　　国際基督教大学教授
　　　　２月21日　ドル・ロムルス・コステア　ルーマニア外務次官
　　　　　　８日　ミハイル・ベールィ　　　　駐日ロシア連邦大使
　　　　１月28日　キム・ベン・ファー　　　　マレーシア外交政策研究所戦略研究主幹 
　
　2010年12月１日　リザール・スクマ　　　　　インドネシア戦略国際問題研究所所長
　　　　11月22日　ディビッド・ウォレン　　　駐日英国大使
　　　　10月15日　ジュリアス・パレーニャス　三菱東京ＵＦＪ銀行国際関係担当顧問
　　　　７月７日　陳　　昌洙　　　　　　　　韓国世宗研究所日本研究センター長
　　　　６月29日　ファルホード・サビーロフ　ウズベキスタン内閣官房未来予測マクロ経済研究所部長
　　　　５月27日　ニコラオス・ツァマドス　　駐日ギリシャ大使
　　　　４月28日　マレー・マクレーン　　　　駐日オーストラリア大使
　　　　３月25日　サイモン・テイ　　　　　　シンガポール国際問題研究所会長
　　　　１月25日　ユアン・パシュク　　　　　欧州議会外交副委員長（元ルーマニア国防相）

　2009年11月19日　エレーヌ・バン　　　　　　米国防大学国家戦略研究所上席研究員
　　　　10月29日　崔　　天凱　　　　　　　　駐日中国大使

講話する崔天凱駐日中国大使（中央）

　　　　　　２日　エドワード・ルトワック　　米戦略国際問題研究所主任研究員
　　　　８月27日　トーマス・J・ペンペル　　 カリフォルニア大学バークレー校政治学部教授
　　　　７月22日　ジョナサン・フリード　　　駐日カナダ大使
　　　　６月12日　馮　　寄台　　　　　　　　駐日台北経済文化代表事務所代表
　　　　５月22日　ディビッド・ウォレン　　　駐日英国大使
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　　　　４月10日　ジェイムス・フォスター　　元国務省朝鮮半島部長
　　　　３月９日　マイケル・Ｗ・メザーブ　　在京米国大使館政務担当公使
　　　　２月17日　エフライム・ハレヴィ　　　 ヘブライ大学戦略政策研究センター所長（前モサド長官）

講話するハレヴィ前モサド長官（中央）

　　　　　　４日　常岡　浩介　　　　　　　　ジャーナリスト
　　　　１月28日　ハルン・アミン　　　　　　駐日アフガニスタン大使
　
　2008年11月19日　ミコラ・クリニチ　　　　　 駐日ウクライナ大使 
　　　　10月３日　ジョナサン・イヤル　　　　英国王立統合軍防衛研究所国際安全保障研究部長
　　　　９月17日　 ワリード・アブデルナーセル　駐日エジプト大使 
　　　　７月９日　レンツェンドー・ジグジット　駐日モンゴル大使
　　　　６月19日　イワネ・マチャワリアニ　　駐日グルジア大使
　　　　５月30日　ジョリオン・ハワース　　　イェール大学客員教授
　　　　３月４日　ファイサル・トラッド　　　駐日サウジアラビア大使
　　　　２月26日　エネコ・ランダブル　　　　欧州委員会対外関係総局長
　　　　１月10日　タン・チン・ティオン　　　駐日シンガポール大使

　2007年11月26日　ステファン・サカリアン　　赤十字国際委員会多国間関係部アドバイザー
　　　　　　15日　モーセン・タライ　　　　　駐日イラン大使
　　　　７月24日　崔　　立如　　　　　　　　中国現代国際関係研究院院長
　　　　　　　　　楊　　伯江　　　　　　　　中国現代国際関係研究院日本研究所所長
　　　　　　　　　王　　　珊　　　　　　　　中国現代国際関係研究院日本研究所副所長
　　　　　　　　　孫　　建紅　　　　　　　　中国現代国際関係研究院日本研究所助理研究員
　　　　　　４日　フランソワ・ゴドマン　　　アジア研究センター所長
　　　　４月26日　松元　　洋　　　　　　　　日本救援行動センター代表
　　　　　　17日　秋　　圭昊　　　　　　　　韓国東アジア地域協力大使
　　　　３月20日　エウゲニウシュ・スモラル　ポーランド国際関係センター所長
　　　　２月26日　ヒュー・リチャードソン　　駐日欧州委員会代表部大使

　2006年12月１日　スプラプト・マルトセトモ　インドネシア外務省政策分析企画庁長官代理
　　　　11月29日　ソルマーズ・ウナイドゥン　駐日トルコ大使
　　　　　　10日　ワーナー・カスパー　　　　赤十字国際委員会アジア太平洋地域代表部首席代表
　　　　９月27日　ジェニー・チョック　　　　香港特別行政区政府駐東京香港経済代表部首席代表
　　　　５月24日　ゴードン・フレイク　　　　マンスフィールド財団所長
　　　　　　19日　松元　　洋　　　　　　　　日本救援行動センター代表
　　　　４月20日　エンディ・バユニ　　　　　「ジャカルタ・ポスト」編集長
　　　　３月22日　寺沢　潤世　　　　　　　　日本山妙法寺僧侶
　　　　　　７日　スンドラン・プシュパナータン　ASEAN事務局「＋３関係」部長
　　　　２月23日　アンゲラ・ケーン　　　　　国連政務担当事務次長補
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【評議員】（12名） アイウエオ順
 2011年４月１日就任（第１期）

井上　明義
三友システムアプレイザル取締役相談役

歌田　勝弘
味の素特別顧問

大宅　映子
評論家

黒田　眞
安全保障貿易情報センター理事長

小池百合子
衆議院議員（自由民主党）

田中　達郎
三菱東京UFJ 銀行副頭取

野上　義二
国際問題研究所理事長

袴田　茂樹
青山学院大学教授

服部　靖夫
セイコーエプソン副会長

広中和歌子
前参議院議員

廣野　良吉
成蹊大学名誉教授

吉田　春樹
吉田経済産業ラボ代表

代表理事　会長　今井　敬
新日本製鐵相談役名誉会長

代表理事　理事長　伊藤　憲一
常　勤　

【理事】（６名） アイウエオ順
2011年４月１日就任（第１期）



34

理事　副理事長　平林　博
日印協会理事長

業務執行理事　常務理事　渡辺　繭
　 常　勤

理事　田久保忠衛
杏林大学名誉教授

理事　半田　晴久
世界開発協力機構総裁

監事　市川伊三夫
世界経済調査会監査役

監事　橋本　宏
元駐オーストリア大使

【監事】（２名）

【顧問】（21名） アイウエオ順
 2011年４月１日就任（第１期）

　浅野　晴彦　　中部電力取締役専務執行役員
　池田　弘一　　アサヒビール会長兼CEO
　石井　　直　　電通社長
　氏家　純一　　野村ホールディングス会長
　小笠原敏晶　　ジャパンタイムズ会長／ニフコグループ代表取締役会長
　川村　　隆　　日立製作所代表執行役執行役会長兼執行役社長
　北村　雅良　　電源開発社長
　木村　　宏　　日本たばこ産業社長
　坂井伸太郎　　菱法律経済政治研究所代表取締役
　鈴木貞一郎　　アトックス会長
　住田　良能　　産業経済新聞社代表取締役社長
　竹中　統一　　竹中工務店社長
　土橋　昭夫　　双日会長
　中田　正博　　時事通信社社長
　中原　秀人　　三菱商事取締役常務執行役員
　中村　公一　　山九社長
　野村　哲也　　清水建設会長
　福澤　　武　　三菱地所相談役
　福田　　督　　中国電力会長
　宮原　耕治　　日本郵船会長
　茂木友三郎　　キッコーマン会長CEO
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アイウエオ順　
2011年４月１日就任（第１期）

【最高参与】（１名）　　　　

金森　久雄
日本経済研究センター顧問

【参与】（40名）　　　　　
　愛知　和男　　日本戦略研究フォーラム理事長
　青木　　保　　青山学院大学特任教授
　浅尾慶一郎　　衆議院議員（みんなの党）
　有馬　龍夫　　中東調査会理事長
　石垣　泰司　　アジアアフリカ法律諮問委員会委員／外務省参与
　伊藤　英成　　元衆議院議員
　伊藤　　剛　　明治大学教授
　猪口　邦子　　参議院議員（自由民主党）
　猪口　　孝　　新潟県立大学学長
　岩國　哲人　　前衆議院議員
　鵜野　公郎　　慶応義塾大学名誉教授
　大藏雄之助　　異文化研究所代表
　大場　智満　　国際金融情報センター理事長
　折田　正樹　　国際情勢研究会会長
　加藤　　寛　　嘉悦大学学長
　神谷　万丈　　防衛大学校教授
　河合　正弘　　アジア開発銀行研究所所長
　木下　博生　　全国中小企業情報促進化センター参与
　近衞　忠煇　　日本赤十字社社長
　坂本　正弘　　日本国際フォーラム客員上席研究員
　島田　晴雄　　千葉商科大学学長
　進藤　榮一　　筑波大学名誉教授
　田島　高志　　元駐カナダ大使
　田中　明彦　　東京大学東洋文化研究所教授
　田原総一朗　　評論家
　内藤　正久　　日本エネルギー経済研究所顧問
　中西　　寛　　京都大学公共政策大学院教授
　長谷川和年　　元駐オーストラリア大使
　畠山　　襄　　国際経済交流財団会長
　平沼　赳夫　　衆議院議員（たちあがれ日本）
　吹浦　忠正　　ユーラシア21研究所理事長
　福島安紀子　　国際交流基金特別研究員
　船田　　元　　前衆議院議員
　前田　武志　　参議院議員（民主党）
　眞野　輝彦　　元東京三菱銀行役員
　森本　　敏　　拓殖大学海外事情研究所長
　山内　昌之　　東京大学教授
　山澤　逸平　　一橋大学名誉教授
　屋山　太郎　　政治評論家
　渡辺　利夫　　拓殖大学学長
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アイウエオ順（上から下へ）
2011年４月１日就任（第１期）

　理事会の下に、その指示または要請を受けて本フォーラムの事業を支援し、あるいは実施する機関と
して、（１）本フォーラムの財務的基盤を強化するための「財務委員会」、（２）本フォーラムの事業活
動について助言するための「運営委員会」、（３）対外関係および国際問題等に関して適時緊急の提言を
行うための「緊急提言委員会」、（４）対外関係および国際問題等に関して中長期的な提言を行うための
「政策委員会」、の４委員会を設置している。その４委員会の委員名簿はそれぞれ下記のとおりである。

（１）財務委員（17名）

石井　　直　　小笠原敏晶　　野村　哲也　　茂木友三郎
市川伊三夫　　荻田　　伍　　服部　靖夫　　　　　　　
伊藤　憲一　　小池百合子　　半田　晴久　　　　　　　
井上　明義　　豊田章一郎　　平林　　博　　　　　　　
歌田　勝弘　　中村　公一　　福澤　　武　　　　　　　

（２）運営委員（16名）

伊藤　憲一　　黒田　　眞　　半田　晴久　　吉田　春樹
今井　　敬　　住田　良能　　平林　　博　　渡辺　　繭
鵜野　公郎　　田久保忠衛　　廣野　良吉　　　　　　　
金森　久雄　　中田　正博　　屋山　太郎　　　　　　　

　　　　　　　

（３）緊急提言委員（15名）

伊藤　憲一　　斎藤　　勉　　半田　晴久　　渡辺　　繭
今井　　敬　　島田　晴雄　　茂木賢三郎　　　　　　　
小笠原敏晶　　中田　正博　　森本　　敏　　　　　　　
金森　久雄　　袴田　茂樹　　屋山　太郎　　　　　　　

今井　　敬

【財務委員長】

小笠原敏晶

【運営委員長】

袴田　茂樹

【副運営委員長】

田久保忠衛

【緊急提言委員長】

平林　　博

【副緊急提言委員長】
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（４）政策委員（180名）

アイウエオ順（上から下へ）

［財界人政策委員］（29名）
石井　　直　　小笠原敏晶　　北村　雅良　　塚本清士郎　　中原　秀人　　半田　晴久
井上　明義　　荻田　　伍　　木村　　宏　　豊田章一郎　　中村　公一　　福澤　　武
今井　　敬　　長田　士郎　　鈴木貞一郎　　土橋　昭夫　　野田　勝治　　福田　　督
氏家　純一　　川村　　隆　　田中　達郎　　中静敬一郎　　野村　哲也　　茂木友三郎
歌田　勝弘　　北島　義俊　　築舘　勝利　　中田　正博　　服部　靖夫　　

［有識者政策委員］（149名）
（政治・安全保障部会）（87名）
愛知　和男　　岩間　陽子　　河東　哲夫　　鈴木　淑夫　　畠山　　襄　　宮脇　磊介
秋元　一峰　　上田　秀明　　木村　崇之　　添谷　芳秀　　羽場久美子　　森本　　敏
秋山　昌廣　　鵜野　公郎　　久保　文明　　曽根　泰教　　林　　　亮　　山内　昌之
浅尾慶一郎　　遠藤　浩一　　近衞　忠煇　　高木誠一郎　　原　　　聰　　山根　隆治
阿曽村邦昭　　大江　志伸　　斎藤　直樹　　高原　明生　　日高　一雄　　屋山　太郎
荒井　好民　　大藏雄之助　　斎藤　元秀　　田久保忠衛　　平泉　　渉　　湯下　博之
有馬　龍夫　　太田　正利　　坂本　正弘　　竹内　行夫　　平沼　赳夫　　吉田　康彦
池田　十吾　　大谷　立美　　佐久田昌昭　　角田　勝彦　　廣野　良吉　　
石垣　泰司　　大宅　映子　　佐島　直子　　津守　　滋　　吹浦　忠正　　
石津　朋之　　小笠原高雪　　佐藤　行雄　　東郷　和彦　　船田　　元　　
伊藤　英成　　小川　　元　　澤　　英武　　トラン･ヴァン･トゥ　　古川　元久　　
伊藤　　剛　　小此木政夫　　澤井　昭之　　中谷　和弘　　古澤　忠彦　　
伊奈　久喜　　折田　正樹　　進藤　榮一　　鍋嶋　敬三　　正木　寿根　　
猪口　邦子　　柿沢　未途　　杉内　直敏　　西村　眞悟　　松井　　啓　　
猪口　　孝　　神谷　万丈　　鈴木　馨祐　　袴田　茂樹　　宮坂　直史　　
岩國　哲人　　川上　高司　　鈴木　棟一　　畑　　　恵　　宮本　信生
（経済・社会・文化部会）（62名）
青木　　保　　加藤　　寛　　左近允尚敏　　竹中　一雄　　平林　　博　　安江　則子
朝海　和夫　　金森　久雄　　志方　俊之　　田島　高志　　広中和歌子　　山澤　逸平
井口　　泰　　河合　正弘　　志鳥　學修　　田中　俊郎　　福島安紀子　　山下　英次
池尾　愛子　　木下　俊彦　　篠塚　　徹　　田原総一朗　　細田　博之　　米本　昌平
市川伊三夫　　木下　博生　　島田　晴雄　　塚崎　公義　　堀内　光子　　渡辺　利夫
内田　忠男　　木村　明生　　清水　義和　　堂之脇光朗　　本間　正義　　渡辺　　繭
内田　富夫　　黒田　　眞　　鈴木　崇弘　　内藤　正久　　前田　武志　　渡辺　喜宏
浦野　起央　　小池百合子　　紿田　英哉　　中西　　寛　　眞野　輝彦　　
大木　　浩　　斉藤　昌二　　高島　肇久　　奈須田　敬　　茂木賢三郎　　
大場　智満　　榊原　英資　　高橋　一生　　橋本　　宏　　森　　敏光　　
岡　　　照　　櫻田　　淳　　滝澤　三郎　　長谷川和年　　森井　敏晴　　

伊藤　憲一

【政策委員長】

吉田　春樹

【副政策委員長】
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アイウエオ順（上から下へ）

（１）法人正会員（38社）

アサヒビール株式会社　　　　　　　　　　　　塚本總業株式会社
味の素株式会社　　　　　　　　　　　　　　　電源開発株式会社
株式会社アトックス　　　　　　　　　　　　　株式会社電通
関西電力株式会社　　　　　　　　　　　　　　東京電力株式会社
キッコーマン株式会社 　　　　　　　　　　トヨタ自動車株式会社
山九株式会社 　　　　　　　　　　　　　　株式会社ニフコ
株式会社産業経済新聞社 　　　　　　　　　　株式会社日本アイ・ビー・エム
株式会社三友システムアプレイザル 　　日本生命保険相互会社
株式会社時事通信社 　　　　　　　　　　日本たばこ産業株式会社
清水建設株式会社 　　　　　　　　　　日本電信電話株式会社
株式会社ジャパンタイムズ 　　　　　　日本郵船株式会社
新日本製鐵株式会社 　　　　　　　　　　野村證券株式会社
セイコーエプソン株式会社 　　　　　　菱法律経済政治研究所
特定非営利活動法人世界開発協力機構　　　　　株式会社日立製作所
双日株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社ミスズ
大日本印刷株式会社　　　　　　　　　　　　　三井物産株式会社
株式会社竹中工務店　　　　　　　　　　　　　三菱商事株式会社
中国電力株式会社　　　　　　　　　　　　　　三菱地所株式会社
中部電力株式会社　　　　　　　　　　　　　　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

（２）法人準会員（６社）

NSユナイテッド海運株式会社　　　　　　　　 日本電気株式会社
全日本空輸株式会社　　　　　　　　　　　　　株式会社マルハニチロホールディングス
東京ガス株式会社　　　　　　　　　　　　　　みずほ総合研究所
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（３）個人正会員（205人）

アイウエオ順（上から下へ）

（４）個人準会員（66人）

氏名省略

愛知　和男
青木　　保
秋元　一峰
秋山　昌廣
浅尾慶一郎
朝海　和夫
阿曽村邦昭
荒井　好民
有馬　龍夫
井口　治夫
井口　　泰
池尾　愛子
池田　十吾
石垣　泰司
石津　朋之
石塚　嘉一
石原慎太郎
石原　雄介
市川伊三夫
伊藤　英成
伊藤　憲一
伊藤　　剛
伊藤　将憲
伊東　道夫
伊奈　久喜
猪口　邦子
猪口　　孝
岩國　哲人
岩間　陽子
上田　秀明
植松　修三
内田　忠男
内田　富夫
鵜野　公郎
梅津　和郎

浦野　起央
遠藤　浩一
遠藤　象三
大江　志伸
大木　　浩
大藏雄之助
太田　正利
大谷　立美
大富　　亮
大場　智満
大宅　映子
岡　　　照
小笠原高雪
小川　　元
岡本由美子
小此木政夫
折田　正樹
柿沢　未途
梶浦　　篤
片原　栄一
加藤　　寛
金森　久雄
神谷　万丈
河合　正男
河合　正弘
川上　高司
河東　哲夫
河村　　洋
河村　幹夫
北井　邦亮
北岡　伸一
木下　俊彦
木下　博生
木村　明生
木村　崇之

木村由紀雄
久郷　達也
苦瀬　雅仁
久保　文明
黒田　　眞
小池百合子
木暮　正義
近衞　忠煇
小林　　学
斉藤　昌二
斎藤　直樹
斉藤　弘憲
斎藤　元秀
榊原　英資
坂本　正弘
佐久田昌昭
櫻田　　淳
左近允尚敏
佐島　直子
佐藤　行雄
澤　　英武
澤井　昭之
澤井　弘保
塩崎　恭久
志方　俊之
志鳥　學修
篠塚　　徹
島田　晴雄
清水　義和
白石　武夫
進藤　榮一
杉内　直敏
鈴木　馨祐
鈴木　崇弘
鈴木　棟一

鈴木　智弘
鈴木　佑司
鈴木　淑夫
添谷　芳秀
曽根　泰教
紿田　英哉
高木誠一郎
高木　暢之
高島　肇久
高橋　一生
高原　明生
滝澤　三郎
田久保忠衛
武石　礼司
竹内　行夫
竹中　一雄
田島　高志
田中　明彦
田中　俊郎
田原総一朗
塚崎　公義
角田　勝彦
津守　　滋
東郷　和彦
堂之脇光朗
戸田　淳仁
トラン･ヴァン･トゥ
内藤　正久
中谷　和弘
中西　　寛
永野慎一郎
中部　　謙
中村　真也
中元　令士
中山　文麿

奈須田　敬
鍋嶋　敬三
成田　弘成
西村　眞悟
野上　義二
野田　徹哉
野田　宣雄
袴田　茂樹
橋本　　宏
長谷川和年
畑　　　恵
畠山　　襄
服部　健治
羽場久美子
林　　　亮
原　　　聰
日高　一雄
平泉　　渉
平沼　赳夫
平林　　博
広中和歌子
廣野　良吉
吹浦　忠正
福島安紀子
福嶋　輝彦
藤原　宣夫
船田　　元
古川　元久
古澤　忠彦
細川　大輔
細田　博之
堀内　光子
本間　正義
前田　武志
正木　寿根

松井　　啓
松村　昌廣
松本　　洋
眞野　輝彦
溝渕　正季
宮坂　直史
宮本　信生
宮脇　磊介
村上　正泰
茂木賢三郎
森　　敏光
森井　敏晴
森本　　敏
安江　則子
保岡　孝顕
矢野　卓也
山内　昌之
山澤　逸平
山下　英次
山根　隆治
山本美樹子
屋山　太郎
湯下　博之
吉田　春樹
吉田　康彦
米本　昌平
若林　秀樹
渡辺　利夫
渡辺　　繭
渡辺　喜宏
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【専任研究員】　　　　　【客員研究員】　　　　　【嘱託研究員】
＜上席研究員＞　　　　　　　　＜上席研究員＞　　　　　　　 ＜上席研究員＞
　伊藤　憲一 　　　　　　　　廣野　良吉　　　　　　　　　 島田　晴雄
　平林　　博 　　　　　　　　吉田　春樹 　　　　　 　高木誠一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　坂本　正弘 　　　　
＜主任研究員＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜主任研究員＞
　渡辺　　繭　　　　　　　　　＜主任研究員＞　　　　　　　　 大橋　英夫　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　高原　明生　　　　　　　　　 戸田　淳仁
＜研究員＞　　　　　　　　　　　神谷　万丈　　　　　　　　
　菊池　誉名　　　　　　　　　　伊藤　　剛 
　鈴木　和泉
   伊藤和歌子  
  
＜研究員補＞  
　高畑　洋平
　太田　　徹

   
【事務局員】   
＜参事＞
　白藤　義昭
＜主事＞
　菊池　誉名   
＜主任＞
　鈴木　和泉
＜副査＞
　高畑　洋平 
＜事務局員＞
　伊藤和歌子
　太田　　徹
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１．設立の原点を回顧して

２．『会報』（自 2007.4.1
至 2011.4.1）一面復刻版

３．定款

４．貸借対照表

５．姉妹団体

６．会員制度のご案内

７．An Introduction to JFIR
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第１章　総則

（名称）
第１条　 　この法人は、公益財団法人日本国際フォーラム（The Japan Forum on International Relations, 

Inc.）　と称する（以下「本フォーラム」という）。
（事務所）
第２条　　本フォーラムは、主たる事務所を東京都港区に置く。
（目的）
第３条　 　本フォーラムは、わが国の対外関係のあり方および国際社会の諸問題の解決策について、広

範な国民的立場から、諸外国の声にも耳を傾けつつ、常時継続的に調査、研究、審議、提言す
るとともに、それらの調査、研究、審議の成果を世に問い、また提言の内容の実現を図るため
に、必要と考えられる発信・交流・啓発等の事業を行い、もってわが国および国際社会の平和
と繁栄に寄与することを目的とする。

（事業）
第４条　 　本フォーラムは、前条の目的を達成するため、対外関係および国際問題等に関し、つぎの事

業を行う。
　　　　　（１）調査、研究、審議、提言すること。
　　　　　（２）内外において会議、シンポジウム等を開催すること。
　　　　　（３）内外の関係機関・団体等と交流、提携、協力すること。
　　　　　（４）定期または不定期に出版物等を刊行すること。
　　　　　（５）インターネットを活用した情報の普及および交流を図ること。
　　　　　（６）その他理事会において必要と認める事業を行うこと。
　　　　２．前項の事業は、本邦および海外において行うものとする。

第２章　財産および会計

（財産の構成）
第５条　　本フォーラムの財産は、基本財産および運用財産の２種類とする。
　　　　２．基本財産は、つぎに掲げるものをもって構成する。
　　　　　（１）本フォーラムの公益財団法人への移行時に第４条の事業を行うために不可欠な財産
　　　　　（２）理事会および評議員会で基本財産とすることを決議した財産
　　　　３．運用財産は、基本財産以外の財産とする。
（財産の管理）
第６条　 　本フォーラムの財産は、理事会の定める財産管理規則に従って、理事長が管理する。
　　　　２．本フォーラムの経費は、運用財産をもって支弁する。
　　　　３ ．基本財産のうち現金は、銀行預金等元本保証の安全確実な方法で保管しなければならない。
　　　　４ ．基本財産は、これを処分し、または担保に供してはならない。ただし、理事会において議

決に加わることのできる理事の３分の２以上の議決および評議員会の承認があるときは、こ
の限りでない。

（事業年度）
第７条　 　本フォーラムの事業年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
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（事業計画および収支予算）
第８条　 　本フォーラムの事業計画および収支予算は、毎事業年度開始の日の前日までに、代表理事が

その案を作成し、理事会の議決を経て、評議員に報告しなければならない。これを変更する場
合も、同様とする。

　　　　　２ ．前項の事業計画書および収支予算書は、毎事業年度開始の日の前日までに行政庁に提出
しなければならない。

（事業報告および決算）
第９条　 　本フォーラムの事業報告および決算は、毎事業年度終了後、代表理事がつぎの書類の案を作

成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。
　　　　　　（１）事業報告書
　　　　　　（２）事業報告の附属明細書
　　　　　　（３）貸借対照表
　　　　　　（４）損益計算書（正味財産増減計算書）
　　　　　　（５）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書
　　　　　　（６）財産目録
　　　　　２ ．前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３号、第４号及び第６号の書類については、

定時評議員会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類につい
ては、承認を受けなければならない。

　　　　　３ ．第１項の書類については、毎事業年度の終了後３ヶ月以内に行政庁に提出しなければな
らない。また、第１項の貸借対照表は、これを直ちに公告しなければならない。

第３章　評議員および評議員会

（評議員）
第10条　　本フォーラムに評議員（Trustees）５名以上15名以内を置く。
　　　　　２．評議員は、本フォーラムの理事または監事もしくは使用人を兼ねることができない。
（評議員選定委員会）
第11条　 　評議員の選任は、評議員選定委員（Trustees Appointors）現在数の過半数が出席した評議

員選定委員会（Board of Trustees Appointors）において、出席した委員の過半数の決議によっ
て行う。ただし、外部委員の１名以上が出席し、かつ、外部委員の１名以上が賛成することを
要する。評議員選定委員会の議長は、その都度出席した委員の互選により、選任する。

　　　　　２ ．評議員選定委員は、理事会において選任する。評議員選定委員は、評議員１名、監事１
名、事務局員１名、次項の定めに基づいて選任された外部委員２名の計５名をもって構成
する。ただし、その任期は、選任の日から評議員選定の任務を終了する日までとする。

　　　　　３ ．評議員選定委員会の外部委員は、つぎのいずれにも該当しない者でなければならない。
　　　　　　（１） 本フォーラムまたは関連団体（主要な取引先および重要な利害関係を有する団体を

含む）の業務を執行する者または使用人
　　　　　　（２） 過去に前号に規定する者となったことがある者
　　　　　　（３） （１）または（２）に該当する者の配偶者、３親等内の親族、使用人（過去に使用人

となった者も含む）
　　　　　４ ．理事会は、評議員選定委員会に評議員候補者の名簿を提出することができる。評議員選

定委員会に評議員候補者を推薦する場合には、つぎの事項のほか、当該候補者を評議員と
して適任と判断した理由を委員に説明しなければならない。

　　　　　　（１）当該候補者の経歴
　　　　　　（２）当該候補者を候補者とした理由
　　　　　　（３）当該候補者と本フォーラムおよび役員等（理事、監事および評議員）との関係
　　　　　　（４）当該候補者の兼職状況
　　　　　５ ．評議員選定委員会の選定する評議員の名簿は、つぎの各号の要件を満たすものでなけれ

ばならない。
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　　　　　　（１） 評議員のうち、評議員のいずれか１名とその配偶者または３親等内の親族その他特
別の関係にある者の合計数は、評議員総数の３分の１を超えてはならない。

　　　　　　（２） 他の同一の団体（公益法人を除く）の理事または使用人である者その他これに準ず
る相互に密接な関係にある者である評議員の合計数は、評議員の総数の３分の１を
超えてはならない。

　　　　　６ ．評議員選定委員会は、第10条で定める評議員の定数を欠くこととなるときに備えて、補
欠の評議員を選任することができる。補欠の評議員の選任に係る決議は、当該決議後４年
以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで、その効
力を有する。

　　　　　７．評議員選定委員は、無報酬とする。
（評議員の任期および解任）
第12条　 　評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員

会の終結のときまでとする。ただし、再任を妨げない。
　　　　　２．補欠として選任された評議員の任期は、前任者の任期の満了するときまでとする。
　　　　　３ ．評議員が、つぎのいずれかに該当するときは、評議員会は、議決に加わることのできる

評議員の３分の２以上の議決によってその評議員を解任することができる。ただし、この
場合、評議員会はその議決をする前にその評議員に弁明の機会を与えなければならない。

　　　　　　（１）職務上の義務に違反し、または職務を怠ったとき。
　　　　　　（２） 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、またはこれに堪えないとき。
　　　　　４ ．評議員に異動があったときは、２週間以内に登記し、遅滞なくその旨を行政庁に届け出

なければならない。
（評議員の報酬）
第13条　　評議員は、無報酬とする。
（評議員会の権限）
第14条　 　評議員会（Board of Trustees）は、すべての評議員をもって構成し、つぎの事項について

決議する。
　　　　　　（１）役員の選任
　　　　　　（２）役員および評議員の解任
　　　　　　（３）役員の報酬の額
　　　　　　（４）定款の変更
　　　　　　（５）各事業年度の事業報告書案等の承認
　　　　　　（６）基本財産の処分または除外の承認
　　　　　　（７）合併、事業の全部または一部の譲渡
　　　　　　（８）残余財産の処分
　　　　　　（９）その他評議員会で決議するものとして、法令またはこの定款で定められた事項
（評議員会の開催）
第15条　 　評議員会は、毎事業年度終了後３ヶ月以内に１回定時評議員会を開催するほか、必要がある

場合には、いつでも開催することができる。
（評議員会の招集）
第16条　 　評議員会は、理事会の決議に基づき、理事長が招集する。
　　　　　２ ．前項の規定にかかわらず、評議員は、評議員会の目的である事項および招集の理由を示

して、評議員会の招集を理事長に対し請求することができる。
　　　　　３．前項による請求があったときは、理事長は遅滞なく評議員会を招集しなければならない。
　　　　　４ ．第２項の請求をした評議員は、請求後６週間以内を評議員会の日とする招集の通知が発

せられない場合には、裁判所の許可を得て、評議員会を招集することができる。
（評議員会招集の通知）
第17条　 　理事長は、評議員会の開催日の５日前までに、評議員に対して、書面をもって会議の日時、

場所、目的を示した招集の通知を発しなければならない。
　　　　　２ ．前項にかかわらず、評議員全員の同意があるときは、招集の手続きを経ることなく、評

議員会を開催することができる。
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（評議員会の議長）
第18条　　評議員会の議長は、その都度出席した評議員の互選により、選任する。
（評議員会の定足数）
第19条　　評議員会は、評議員現在数の過半数が出席しなければ、開催することができない。
（評議員会の決議）
第20条　 　評議員会の決議は、法令およびこの定款の第29条（役員の解任）、第46条（定款の変更）お

よび第47条（合併等）に別段の定めのある場合を除いて、決議について特別の利害関係を有す
る評議員を除く評議員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

（評議員会の決議の省略）
第21条　 　理事が評議員会の目的である事項について提案した場合において、当該提案につき評議員の

全員が書面または電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の評
議員会の決議があったものとみなす。

（評議員会への報告の省略）
第22条　 　理事が評議員の全員に対して評議員会に報告すべき事項を通知した場合において、当該事項

を評議員会に報告することを要しないことにつき、評議員の全員が書面または電磁的記録によ
り同意の意思表示をしたときは、当該事項の評議員会への報告があったものとみなす。

（評議員会の議事録）
第23条　 　評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。
　　　　　２ ．議事録には、出席評議員の中からその評議員会において選任された議事録署名人２名と

議長が署名、押印しなければならない。
　

第４章　役員および理事会

（役員の種類および定数）
第24条　　本フォーラムに、つぎの役員（Offi  cers）を置く。
　　　　　（１）理事（Directors）　５名以上15名以内
　　　　　（２）監事（Auditors）　２名
　　　　　２．理事のうち、２名を代表理事（Representative Directors）とする。
　　　　　３ ．代表理事以外の理事のうち、１名を業務執行理事（Operational Director）とすること

ができる。
（役員の選任）
第25条　　理事および監事は、評議員会の決議によって選任する。
　　　　　２ ．代表理事および業務執行理事は、理事会（Board of Directors）の議決によって理事の

中から選任する。
　　　　　３ ．理事会は、その決議によって理事の中から、会長（Chairman）１名、理事長（President, 

CEO）１名を選任するほか、副会長（Vice Chairman）２名以内、副理事長（Vice President）
１名、常務理事（Executive Director）１名を選任することができる。

　　　　　４ ．前項の会長および理事長をもって代表理事とし、常務理事をもって業務執行理事とする。
　　　　　５．監事は、本フォーラムの理事または使用人を兼ねることができない。
　　　　　６ ．理事のうち、理事のいずれか１名とその配偶者または３親等内の親族その他法令で定め

る特別の関係にある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。監事につい
ても同様とする。

　　　　　７ ．他の同一の団体（公益法人を除く）の理事または使用人である者その他これに準ずる相
互に密接な関係にあるものとして法令で定める者である理事の合計数は、理事の総数の３
分の１を超えてはならない。監事についても同様とする。

　　　　　８ ．理事または監事に異動があったときは、２週間以内に登記し、遅滞なくその旨を行政庁
に届け出なければならない。

（理事の職務および権限）
第26条　 　会長は、本フォーラムを代表し、その業務を総理する。また、理事長に事故あるとき、また
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は欠けたときは、その職務を代行する。
　　　　　２．副会長は、会長を補佐する。
　　　　　３ ．理事長は、本フォーラムを代表し、会長の意を受けて、本フォーラムの業務を掌理する。

また、会長に事故あるとき、または欠けたときは、その職務を代行する。
　　　　　４．副理事長は、理事長を補佐する。
　　　　　５．常務理事は、理事長および副理事長を補佐する。
　　　　　６．理事は、理事会を構成し、第32条に定める理事会の職務を行う。
　　　　　７ ．代表理事および業務執行理事は、毎事業年度ごとに４か月を超える間隔で２回以上、自

己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。
（監事の職務および権限）
第27条　 　監事は、理事の職務の執行を監視し、財産および会計を監査して、その報告書を作成し、第

９条第１項に定める事業報告書等に添えて、評議員会に提出する。
　　　　　２ ．監事は、いつでも、理事および使用人に対して事業の報告を求め、当フォーラムの業務

および財産の状況の調査をすることができる。
　　　　　３ ．理事が不正の行為をし、もしくはその行為をするおそれがあると認めるとき、または法

令もしくは定款に違反する事実もしくは著しく不当な事実があると認めるときは、監事は
これを理事会に報告しなければならない。

　　　　　４ ．前項の報告をするため必要があるときは、理事長に理事会の招集を請求することができ
る。また、その請求の日から５日以内に、２週間以内の日を理事会とする招集通知が発せ
られない場合は、直接理事会を招集することができる。

　　　　　５ ．理事が評議員会に提出しようとする議案、書類等を調査し、法令もしくは定款に違反し、
または著しく不当な事項があると認めるときは、その調査の結果を評議員会に報告しなけ
ればならない。

　　　　　６．監事は、理事会および評議員会に出席するものとするが、議決権は有しない。
（役員の任期）
第28条　 　理事および監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定

時評議員会の終結のときまでとする。ただし、再任を妨げない。
　　　　　２ ．補欠として選任された理事または監事の任期は、前任者の任期の満了するときまでとす

る。
　　　　　３ ．理事または監事は、第24条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了または辞任

により退任したあとも、新たに選任された者が就任するまで、その職務を行わなければな
らない。

（役員の解任）
第29条　 　理事または監事が、つぎのいずれかに該当するときは、評議員会は、議決に加わることので

きる評議員の３分の２以上の議決によってその理事または監事を解任することができる。ただ
し、この場合、評議員会はその議決をする前にその役員に弁明の機会を与えなければならない。

　　　　　　（１）職務上の義務に違反し、または職務を怠ったとき。
　　　　　　（２）心身の故障のため、職務の執行に支障があり、またはこれに堪えないとき。
（役員の報酬等）
第30条　 　理事および監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事および監事には、その職務遂行の対

価として報酬を支給することができる。
　　　　　２ ．常勤の理事および監事には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることがで

きる。
　　　　　３．前２項に関し必要な事項は、評議員会において別に定める役員報酬等規約による。
（理事の取引の制限）
第31条　 　理事がつぎに掲げる取引をしようとする場合は、その取引について重要な事実を開示し、理

事会の承認を得なければならない。
　　　　　　（１）自己または第三者のために本フォーラムの事業の部類に属する取引をすること。
　　　　　　（２）自己または第三者のために本フォーラムと取引をすること
　　　　　　（３） 本フォーラムがその理事の債務を保証することその他理事以外の者との間において

本フォーラムとその理事との利益が相反する取引をすること。
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（理事会の権限）
第32条　　理事会は、すべての理事をもって構成し、つぎの職務を行う。
　　　　　　（１）本フォーラムの業務を執行すること。
　　　　　　（２）理事の職務の執行を監督すること。
　　　　　　（３）会長、副会長、理事長、副理事長、常務理事を選任し、あるいは解任すること。
　　　　　　（４）評議員会の日時および場所ならびに議事に付すべき事項を決定すること。
　　　　　　（５） その他理事会で決議するものとして、法令またはこの定款で定められた事項を決議

すること。
（理事会の招集）
第33条　 　理事会は、毎事業年度２回以上、理事長が招集し、理事長がその議長を務める。
　　　　　２ ．第１項の規定にかかわらず、理事長が必要と認めたときまたはつぎの各号の一に該当す

る場合には、理事長はその請求があった日から２週間以内に理事会を招集しなければなら
ない。

　　　　　　（１） 理事長以外の理事から会議の目的である事項を示して、理事長に招集の請求があっ
たとき

　　　　　　（２）第27条第４項の規定により、監事から理事長に招集の請求があったとき
　　　　　３ ．前項の請求があった日から５日以内に、その請求の日から２週間以内の日を理事会の日

とする理事会の招集の通知が発せられない場合には、その請求をした理事または監事は、
理事会を招集することができる。

　　　　　４ ．理事会を招集するときは、開催日の１週間前までに、各理事および各監事に対して通知
しなければならない。

（理事会の決議）
第34条　 　理事会の決議は、法令およびこの定款の第６条第４項（基本財産の処分等）に別段の定めの

ある場合を除いて、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し、
その過半数をもって行う。

　　　　　２ ．前項の規定にかかわらず、理事が理事会の決議の目的である事項について提案をした場
合において、当該提案につき議決に加わることができる理事の全員が書面または電磁的記
録により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の理事会の決議があったも
のとみなす。ただし、監事がその提案について異議を述べたときは、この限りでない。

　　　　　３ ．理事または監事が理事および監事の全員に対して理事会に報告すべき事項（第２６条第
７項の報告を除く）を通知したときは、その事項を理事会に報告することを要しない。

（理事会の議事録）
第35条　　理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。
　　　　　２．議事録には、出席代表理事及び監事が、署名し、又は記名押印しなければならない。

第５章　顧問および参与

（顧問）
第36条　 　本フォーラムに、顧問（Advisors）50名以内を置くことができる。顧問のうち、３名以内

を最高顧問（Supreme Advisors）とすることができる。
　　　　　２．顧問は、会長の諮問に応じて、本フォーラムのあり方に関し、会長に対し助言を行う。
　　　　　３ ．前項の助言を行うため、少なくとも年１回顧問会議（Board of Advisors）を開催する。

顧問会議の議長は、その都度出席した顧問の互選により、選任する。
　　　　　４ ．顧問は、本フォーラムに功労のあった者のなかから、評議員会の承認を得て、会長が委

嘱する。
　　　　　５．顧問の任期については、第28条第１項の規定を準用する。
　　　　　６．顧問は、無報酬とする。
（参与）
第37条　 　本フォーラムに、参与（Counselors）50名以内を置くことができる。参与のうち、５名以内



68

を最高参与（Supreme Counselors）とすることができる。また、３名以内を常勤参与（Full-time 
Counselors）とすることができる。

　　　　　２．参与は、理事長の諮問に応じて、本フォーラムの事業等に関し、理事長に対し助言を行う。
　　　　　３ ．前項の助言を行うため、必要に応じ参与会議（Board of Counselors）を開催する。参

与会議の議長は、その都度出席した参与の互選により、選任する。
　　　　　４ ．参与は、高度の一般的または専門的識見を有する者のなかから、理事会の承認を得て、

理事長が委嘱する。
　　　　　５ ．参与の任期については、第28条第１項の規定を準用する。
　　　　　６ ．参与は、無報酬とする。ただし、常勤参与には、その職務遂行の対価として報酬を支給

すること、およびその職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。この場
合においては、第30条第３項の規定を準用する。

第６章　会員

（会員）
第38条　 　本フォーラムの目的に賛同し、その活動を支援する法人または個人を会員（Members）と

する。
　　　　　２．会員は、つぎの４種類とする。
　　　　　　（１）法人正会員（Corporate Members）
　　　　　　（２）法人準会員（Associate Corporate Members）
　　　　　　（３）個人正会員（Individual Members）
　　　　　　（４）個人準会員（Associate Individual Members）
　　　　　３ ．会員の入会、義務、特典等に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める会員規

則のとおりとする。

第７章　委員会

（委員会）
第39条　 　理事会の下に、その指示または要請を受けて本フォーラムの事業を支援し、あるいは実施す

る機関として、つぎの委員会（Committees）を設置する。
　　　　　　（１）本フォーラムの財務的基盤を強化するための財務委員会（Finance Committee）
　　　　　　（２）本フォーラムの事業活動について助言するための運営委員会（Steering Committee）
　　　　　　（３） 対外関係および国際問題等に関して中長期的な提言を行うための政策委員会（Policy 

Committee）
　　　　　　（４） 対外関係および国際問題等に関して適時緊急の提言を行うための緊急提言委員会

（Emergency Policy Committee）
（委員）
第40条　 　前条に定める委員会の委員は、理事長が委嘱する。ただし、理事会の承認を得なければなら

ない。
　　　　　２．前項の委員の任期については、第28条第１項の規定を準用する。
（正副委員長）
第41条　 　第39条に定める各委員会に正副委員長各１名を置く。正副委員長は、委員の互選により選任

し、理事長が委嘱する。
　　　　　２ ．委員長は、委員会を招集し、その議長を務める。また、委員会の審議の結果を理事長に

報告する。
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第８章　研究主幹および研究員

（研究主幹および研究員）
第42条　 　常務理事を補佐して、本フォーラムの調査、研究、審議、提言活動等の諸活動を企画、実施

するため、研究主幹（Chief of Research）を置く。
　　　　　２ ．研究主幹は、研究室長（Research Coordinator）を指揮し、あるいは兼務して、研究員

（Research Fellows）の活動を調整する。

第９章　総務主幹および事務局員

（総務主幹および事務局員）
第43条　 　常務理事を補佐して、本フォーラムの総務、経理等の諸事務を企画、実施するため、総務主

幹（Chief of Administration）を置く。
　　　　　２ ．総務主幹は、事務局長（Executive Secretary）を指揮し、あるいは兼務して、事務局

員（Secretarial Staff s）の職務を統率する。
（常勤役職員就業規則）
第44条　 　別に理事会の決議により、常勤役職員の就業条件等に関し必要な事項を、常勤役職員就業規

則として定める。
（常備すべき書類等）
第45条　　事務局には、つぎに掲げる書類等を常備しておかなければならない。
　　　　　（１）定款
　　　　　（２）理事、監事、評議員および職員の名簿および履歴書
　　　　　（３）認定、許可、認可等および登記に関する書類
　　　　　（４）理事会および評議員会の議事に関する書類
　　　　　（５）財産目録
　　　　　（６）役員報酬等規約
　　　　　（７）事業計画書および収支予算書
　　　　　（８）事業報告書および収支決算書
　　　　　（９）監査報告書
　　　　　（10）その他法令で定める帳簿および書類

第10章　定款の変更等

（定款の変更）
第46条　 　評議員会は、議決に加わることのできる評議員の３分の２以上の議決によって、この定款を

変更することができる。
　　　　　２ ．前項の規定は、この定款の第３条及び第４条及び第11条及び第12条についても適用する。
　　　　　３．前項の変更を行った場合は、遅滞なく、その旨を行政庁に届け出なければならない。
（合併等）
第47条　 　本フォーラムは、評議員会において、議決に加わることのできる評議員の３分の２以上の議

決により、他の「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律」上の法人との合併、事業の全
部または一部の譲渡をすることができる。

　　　　　２ ．前項の行為をしようとするときは、あらかじめその旨を行政庁に届け出なければならな
い。
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（解散）
第48条　 　本フォーラムは、基本財産の滅失による本フォーラムの目的である事業の成功の不能その他

法令で定められた事由によって解散する。
（公益認定の取消し等に伴う贈与）
第49条　 　本フォーラムが公益認定の取消しの処分を受けた場合または合併により本フォーラムが消滅

する場合（その権利義務を継承する法人が公益法人である場合を除く）には、評議員会の決議
を経て、公益目的取得財産残額に相当する額の財産を、当該公益認定取消しの日または当該合
併の日から１箇月以内に、公益社団法人および公益財団法人の認定等に関する法律第５条第17
号に掲げる法人または国もしくは地方公共団体に贈与するものとする。

（残余財産の帰属）
第50条　 　本フォーラムが清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、公益社

団法人および公益財団法人の認定等に関する法律第５条第17号に掲げる法人または国もしくは
地方公共団体に贈与するものとする。

第11章　雑則

（公告の方法）
第51条　　この法人の公告は、電子公告により行う。
　　　　　２ ．事故その他やむを得ない事由によって前項の電子公告をすることができない場合は、官

報に掲載する方法による。
（定款施行のための規約および規則）
第52条　　この定款の施行のために必要な細則は、つぎの２種類とする。
　　　　　（１）評議員会の定める定款施行のための規約
　　　　　（２）理事会の定める定款施行のための規則
　　　　　２．役員報酬等規約（30条）等の規約は、評議員会において、これを定める。
　　　　　３ ．財産管理規則（第６条第１項）、会員規則（第38条第３項）、常勤役職員就業規則（第44

条）等の規則は、理事会において、これを定める。
（附則）
　この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定
等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第106条第１項に定める公益法人の設立の
登記の日から施行する。
　２ ．この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の
認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第106条第１項に定める特例民法
法人の解散の登記と、公益法人の設立の登記を行ったときは、同法第７条の規定にかかわらず、解
散の登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。

　３．本フォーラムの最初の代表理事は、今井　敬、伊藤　憲一とする。
　４．本フォーラムの最初の評議員は、つぎに掲げる者とする。
　　　　井上　明義　　歌田　勝弘　　大宅　映子　　黒田　　眞　　小池百合子　　
　　　　田中　達郎　　築舘　勝利　　野上　義二　　袴田　茂樹　　服部　靖夫　　
　　　　広中和歌子　　廣野　良吉　　吉田　春樹

 （2011年　３月28日　内閣総理大臣認定）
 （2011年　４月１日　　設立登記、施行）
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（単位：円）
科目 金額

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産 21,305,831
　　　現金預金 15,259,083
　　　未収金 5,167,372
　　　前払金 879,376
　２．固定資産 316,257,155
　　　基本財産 270,000,000
　　　有形固定資産 8,150,955
　　　その他固定資産 38,106,200
　　　資産合計 337,562,986
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債 5,409,849
　　　未払金 4,972,681
　　　前受金 30,450
　　　預り金 406,718
　２．固定負債 0
　　　負債合計 5,409,849
Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産 200,000,000
　２．一般正味財産 132,153,137
　　　正味財産合計 332,153,137
　　　負債および正味財産合計 337,562,986

（2011年３月31日現在）　　　　 　   
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　公益財団法人日本国際フォーラム（JFIR）は、グローバル・フォーラム（GFJ）や東アジア共同体評
議会（CEAC）と密接に連携し、助け合いながら、活動している。その関係は三位一体といってよい。
これら３団体は、それぞれに固有の会員や役員や予算をもっており、形式的にはそれぞれが独立した団
体であることは間違いないが、目的ということになると、政策志向のシンクタンク活動を行なうという
基本において共通したものをもっているわけである。会員や役員に重複した部分が多いのはこのためで
あるが、予算執行面でも互いに助け合うことによって、節約や効率的運用が可能になっている。三者は、
一体となって総合的なシンクタンク機能を発揮しており、どれが欠けても、他の団体の活動に支障を来
たすほどの相互依存関係にある。なぜ、どのようにして、これら３団体は姉妹団体となったのか。その
事情と背景について簡単に述べる。

（１）グローバル・フォーラム（The Global Forum of Japan）
　グローバル・フォーラムは、1982年にワシントンで日米欧加の国際会議が開催され、四極フォーラム
が発足したとき、その日本支部（四極フォーラム日本会議と呼ばれた）として設立された。ブロック米
通商代表、ダビニヨンEC副委員長、ラムレイ加貿易相などの呼びかけに応え、大来佐武郎元外務大臣、
豊田英二元トヨタ自動車会長らの提唱によって設立された。四極フォーラムは、冷戦期における西側内
部の意思疎通強化に顕著な役割を果たしたが、冷戦の終焉とともに1991年まず欧加会議が、そして1996
年には米会議がその役割を終え、解散した。しかし、日本会議だけは、日本を中心に全世界と放射線状
に政策対話を組織してゆくとの新しい目的を掲げ、再出発した。その際名称も、グローバル・フォーラ
ムと改名した。

グローバル・フォーラムのホームページ（http://www.gfj.jp）
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（２）東アジア共同体評議会（The Council on East Asian Community）

　他方、東アジア共同体評議会は、東アジア共同体構想に関心を有する日本国内のシンクタンク、有識
者、経済人の知的連合体として2004年に設立されたが、その設立のイニシアティブを取ったのは、日本
国際フォーラムであった。東アジア共同体評議会の規約が「事務局は日本国際フォーラム内に設ける」
「事務局長は日本国際フォーラムの職員が兼任する」と定めたことによっても分かるとおり、日本国際
フォーラムは東アジア共同体評議会の運営について特別の責任を負っている。日本国際フォーラムはま
た「ASEAN＋３首脳会議」によって設立された「東アジア研究所連合（NEAT）」において日本を代
表するカントリー・コーディネーターの役割を勤めているが、NEAT日本代表団の実態は東アジア共
同体評議会であるから、そこでも日本国際フォーラムは東アジア共同体評議会と一体で活動しているこ
とになる。

 

東アジア共同体評議会のホームページ（http://www.ceac.jp）
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　日本国際フォーラムは国際問題や外交政策に関する民間・非営利・独立のシンクタンクですが、その
活動は趣旨に賛同する多数の会員の参加と貢献によって維持されております。１人でも多くの個人会員、
１社、１団体でも多くの法人会員の皆様のご支援とご参加を得たく、ここにその会員制度についてご案
内申し上げます。

　なお、当フォーラムは、2011年３月28日付けで内閣総理大臣より公益財団法人としての認定を受け、
４月１日に「公益財団法人日本国際フォーラム」として、新たなスタートを切ることになりました。こ
れにより、会員の皆様からお支払いいただく年会費は、「公益財団法人への移行にともなう税の優遇措
置について」（http://www.jfi r.or.jp/j/info_members/110401.pdf）のとおり、税制上の優遇措置の対象
となります。

―・―・―・―

【個人準会員】
①　入会資格：会費を納入していただければ、どなたでも個人準会員になれます。
②　特　　典： 当フォーラムおよび姉妹団体の主催する一般公開の会議・シンポジウム・ワークショッ

プ等に優先的にご招待致します。また、それらの会合の『記録』、および定期的に刊行
される『会報』、『政策提言』等の公開出版物をお送り致します。

③　年 会 費：１口3,000円
④　入会方法： 電話やメールによるお申し込みを受け付けておりますので、下記【お問い合わせ先】ま

でご連絡下さい。

【個人正会員】
①　入会資格： 外交・国際問題について一定以上の知識と関心があり、当フォーラムの目的に賛同して

いただける方で、当フォーラムの個人正会員１名の推薦を受け、かつ当フォーラムの入
会審査をパスした方。

②　特　　典： 上記の個人準会員と同等の特典に加え、非公開の会議・委員会・セミナー等に招待され
るほか、それらの会合の『記録』等の非公開出版物の配布を受けられます。また、当フォー
ラムの役員、委員等に選任される資格が付与されます。

③　年 会 費：１口10,000円
④　入会方法：当フォーラム事務局にご連絡下さい。

【法人準会員】
①　入会資格：当フォーラムの目的に賛同し、法人準会員会費を納入する法人。
②　特　　典： 法人準会員の代表者またはその代理は、上記の個人正会員と同等の特典に加え、国際政

経懇話会に無料で招待されます。
③　年 会 費：１口100,000円
④　入会方法：当フォーラム事務局にご連絡下さい。

【法人正会員】
①　入会資格： 当フォーラムの目的に賛同し、その活動を財政的に支援するため法人正会員会費を納入

する法人。
②　特　　典： 法人正会員の代表者またはその代理は、上記の法人準会員の代表者と同等の特典に加

え、当フォーラム運営の中心的存在として、その活動に直接参加することができます。
③　年 会 費：１口1,000,000円
④　入会方法：当フォーラム事務局にご連絡下さい。

―・―・―・―

【お問い合わせ先】
日本国際フォーラム事務局
　［住　所］〒107-0052　東京都港区赤坂2-17-12-1301
　［ＴＥＬ］03-3584-2190
　［ＦＡＸ］03-3589-5120
　［MAIL］info@jfi r.or.jp
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（１）Chairman’s Greeting

　The Japan Forum on International Relations (JFIR) was established in 
1987. In those days, though still in the midst of the Cold War, people already 
began to sense a premonition of gradual changes in international relations 
through such events as developments brought about by “perestroika” in the 
Soviet Union and the signing of an agreement for the complete abolition of 
INF (Intermediate-range Nuclear Forces) between the United States and the 
Soviet Union. 

　The Forum was founded by a group of independent citizens from various 
circles of Japan who, promptly foreseeing the advent of a new era, wanted 
to make studies and recommendations about the course and role that Japan 
should undertake in the international community. 

　In retrospect, the Forum has published 33 policy recommendations by its Policy Council and 
hosted a number of international conferences and symposia in various parts of the world. The Forum 
has also organized a number of study groups and project teams in order to elucidate the nature of 
frontier issues of the times. 

　Here, it is my pleasure to announce that the Forum has just made a fresh start by being 
reincorporated as a public-interest foundation. I would like to take this opportunity to reiterate my 
sincere appreciation to all those members and friends of the Forum who have kindly guided and 
generously supported us in all the aspects of our activities, bearing in mind that the forum owes to 
them the high esteem it has won both at home and abroad for its achievements. 

　As 9/11 Terrorist Attack and ethnic confl icts all over the world illustrate, the world order still 
remains unsettled and is becoming increasingly chaotic. Today, Japan is also experiencing a paradigm 
shift, which leads the era of the nation-state to the era of individuals, civilians, and localities. At this 
juncture of historic reforms, I am convinced that the raison d’etre of the Forum as a “private, non-
profi t and independent" think tank in the fi eld of foreign policy and international aff airs is increasing. 

　While fi rmly undertaking our mission and inheriting the wishes of the late Dr. Okita Saburo, the 
fi rst Chairman, and the late Mr. Hattori Ichiro, the fi rst President, we are determined to promote 
enthusiastically our activities with an aim of contributing to the peace and prosperity of the world 
community. It is my pleasure to announce the opening of the Forum’s web site. The Forum wishes to 
explore the possibility of strengthening its access to the popular audience both at home and abroad 
through the eff ective use of a new method of dissemination in the age of high-technology information 
revolution. Before closing my remarks, let me hope that you will continue to provide us with your 
support and cooperation.

IMAI Takashi, Chairman, JFIR

IMAI Takashi
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（２）President’s Greeting

　The Japan Forum on International Relations, Inc. (hereafter The Forum) 
was established on March 12, 1987 to study international aff airs and to 
advocate policy recommendations from the standpoint of a private, non-
profi t, independent and non-partisan foreign policy think tank. A quarter 
of a century later on April 1, 2011, the Forum is being refreshed as it is 
reincorporated as a “public interest foundation” with the authorization 
granted by the Prime Minister in recognition of its achievements. 

　A quarter of a century ago when there was an atmosphere in Japan which 
made people think that public issues like foreign policy should better be 
entrusted in the hand of the rulers ― as a matter of fact, almost all of the 
non-profi t policy-oriented think tanks in Japan at the time were Government-

affi  liated ― the inauguration of the Forum reminded people of the departure of a ship setting sail 
against a head wind. However, as I retrospect on the course of the twenty four years of the Forum 
since its establishment, the Forum has undertaken many research programs on foreign policy 
alternatives for Japan and on how to resolve global issues confronting mankind, and has published a 
number of policy recommendations on the basis of such research as undertaken.

　Particularly, the policy recommendations announced independently by each of the “Policy Council” 
and the “Emergency Policy Council” of the Forum have played an important role in the formation of 
public opinion and government’s policy in Japan, also at the same time emitting Japan’s voice to the 
outside world. The word “independently” was used because the Forum has chosen the topic by itself 
and fi nanced the program for itself. The reason why it was possible for a non-profi t organization like 
the Forum is explained by the fact that the Forum adopts a membership system and is supported 
by its corporate and individual members.

　The Forum is not an institution where only scholars and specialists assemble. It is a membership 
think tank, where people from academic, business, political and mass media circles voluntarily 
assemble to discuss issues of international and diplomatic importance. Hence the name of the 
organization “Forum” comes.

　Five years ago, taking advantage of the advent of the era of Internet, the Forum started the BBS 
“Hyakka Seiho” or “Hundred Flowers in Full Bloom” in English, an interactive forum on the website 
of the Forum for discussions on foreign policy and international aff airs. Thanks to the voluntary 
participation of not only the Forum’s members but all those who are interested within and without 
Japan, the BBS “Hyakka Seiho” expanded the scope of activities of the Forum both in quality and 
quantity. This, much to my delight, is expected to greatly contribute to the enhancement of “public 
interest,” that is the fundamental purpose of the Forum. Before closing my remarks, I would like 
to extend my gratitude to the friends and members of the Forum for their continued support and 
assistance to the Forum.

ITO Kenichi, President, JFIR

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ITO Kenichi
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（３）History and Purpose

　The Japan Forum on International Relations, Inc. (JFIR or The Forum) was founded on March 12, 
1987 in Tokyo on the private initiative of Dr. OKITA Saburo, Mr. HATTORI Ichiro, Mr. ITO Kenichi, 
and 60 other independent citizens from business, academic, political, and media circles of Japan, 
recognizing that a policy-oriented research institution in the fi eld of international aff airs independent 
from the government was most urgently needed in Japan. JFIR celebrated its 20th anniversary on 
March 12, 2007. And on April 1, 2011, JFIR was reincorporated as a “public interest foundation” with 
the authorization granted by the Prime Minister in recognition of its achievements.

　The Forum is a private, non-profi t, independent, and non-partisan organization dedicated to 
improved understanding of Japanese foreign policy and international relations. The Forum takes 
no institutional position on issues of foreign policy, though its members are encouraged not only 
to analyze but to propose alternatives on matters of foreign policy. Though the Forum helps its 
members to formulate policy recommendations on matters of public policy, the views expressed 
in such recommendations represent in no way those of the Forum as an institution and the 
responsibility for the contents of the recommendations is that of those members of the Forum who 
sign them alone.

（４）Organization

　JFIR is a membership organization with four categories of membership, namely, （1） corporate,（2） 
associate corporate, （3） individual and （4）associate individual. As for the organizational structure 
of JFIR, the “Board of Trustees” is the highest decision making body, which is in charge of electing 
the “Directors” and of supervising overall activities of JFIR, etc., while the “Board of Directors” is an 
executive body, which is in charge of the management of day-to-day operations of JFIR. There are, in 
addition, ４“Committees,” which function either under the direction or at the request of the Board 
of Directors for the implementation of the activities of JFIR. “Advisors” serve the “Chairman,” while 
“Counselors” serve the “President” both as their consultants.

（５）Trustees and Directors

[Board of Trustees]
　HAKAMADA Shigeki  Professor, Aoyama Gakuin University
　HATTORI Yasuo   Vice Chairman, Seiko Epson Corp 
　HIRONAKA Wakako   former Member of the House of Councilors
　HIRONO Ryokichi   Professor Emeritus, Seikei University 
　INOUE Akiyoshi   Advisor, Sanyu Appraisal
　KOIKE Yuriko   Member of the House of Representatives（LDP）
　KURODA Makoto   President, Center for Information on Security Trade Control
　NOGAMI Yoshiji   President, The Japan Institute of International Aff airs 
　OHYA Eiko     Journalist
　TANAKA Tatsuo   Vice President, The Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ 
　UTADA Katsuhiro   Senior Advisor to the Board, Ajinomoto
　YOSHIDA Haruki   President, The Yoshida Labo for Economics and Industry
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[Board of Directors]     
　IMAI Takashi   Chairman  
　ITO Kenichi   President  
　HIRABAYASHI Hiroshi  Vice President  
　WATANABE Mayu  Executive Director 
　HANDA Haruhisa   Director  
　TAKUBO Tadae   Director  

[Auditors]
　HASHIMOTO Hiroshi  former Ambassador to Austria
　ICHIKAWA Isao　　　 Auditor, Institute for World Politics and Economy

（６）“Policy Council” and “Emergency Policy Council”

　The fundamental purpose of JFIR is to 
promote policy-oriented research. Therefore, 
all the activities of JFIR are directed towards 
that purpose. Two “Councils” were set up 
specifi cally for this purpose. One is for the 
policy recommendations in the long-term 
perspective and the other is for those in the 
short-term and immediate perspective.  The 
former is the “Policy Council” and the latter 
is the “Emergency Policy Council.”  In the 
case of the “Policy Council,” a task force 
headed by a member of the “Policy Council” 
and staff ed by research fellows of JFIR assists 
the “Policy Council” for making an intensive 
in-depth analysis of the issue and working out 
a draft of the policy recommendations.

　When more than two thirds of the full 
members of the “Policy Council” endorse 
the draft or its revision, it is approved and 
becomes the recommendations of those 
members of the “Policy Council” who sign 
it. It should be noted that in this and other 
cases, the Forum takes no institutional 
position on issues of foreign policy, though its members are encouraged not only to analyze but to 
propose alternatives on matters of foreign policy. Though the Forum helps its members to formulate 
policy recommendations, the responsibility for the contents is that of those members of the Forum 
who sign them alone.

　Since 1988 the “Policy Council” has publicly announced 33 sets of policy recommendations and 
presented them to the Prime Minister of Japan. Recent policy recommendations have covered 
themes such as “Prospects and Challenges for the Acceptance of Foreign Migrants to Japan,” 
“Positive Pacifi sm and the Future of the Japan-U.S. Alliance,” “Japan’s Strategy for its Agriculture in 
the Globalized World,” “Nature of Russian State and Japan’s Strategy towards Russia,” “India’s Leap 
Forward and Japan,” etc.

Opinion Advertisement of The 32nd Policy Recommendations 
on October 23, 2009
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（７）The BBS “Hyakka-Seiho”

　In tandem with the core 
a c t i v i t i e s  o f  t h e  “Po l i c y  
Counci l” in making po l icy 
recommendat ions ,  another 
important  p i l l a r  o f  JFIR ’s  
activities is the BBS “Hyakka-
Seiho” which means “Hundred 
Flowers in Ful l  Bloom” in 
English (http://www.jfi r.or.jp/
cgi/m-bbs/). The BBS, which 
started on April 12, 2006, is 
open to the public, functioning 
as an interactive forum for 
discussions on foreign policy and 
international aff airs. All articles posted on the BBS are sent through the bimonthly e-mail magazine 
“Meru-maga Nihon Kokusai Fo̶ramu” in Japanese to about 10,000 readers in Japan. Furthermore, 
articles worth attention for foreigners are translated into English and posted on the English website 
of JFIR (http://www.jfi r.or.jp/e/index.htm) as “JFIR Commentary,” as well as introduced in the 
e-mail magazine “JFIR E-Letter” in English. “JFIR E-Letter” is delivered bimonthly to about 10,000 
readers worldwide.

（８）International Exchanges

　Through policy-oriented international exchange, JFIR not only keeps abreast of the trend of the 
global public opinion, but also strives to play a part in the formation of a public opinion that refl ects 
Japan’s positions. With this in mind, JFIR has been sponsoring international dialogues, meetings, 
symposia and workshops, etc. As of September 2010, JFIR has held 83 such international exchange 
meetings.  In addition, JFIR also supports similar activities of its sister organization, the “Global 
Forum of Japan.”

（９）“Regular Research Programs”

　JFIR’s various researchers from both Japan and abroad are engaged in research projects either 
collectively or individually, and the results of their research are published in a series of reports.

（10）“Special Research Programs”

　In addition to the “Regular Research Programs” mentioned above, JFIR organizes multi-
year “Special Research Programs” on an ad hoc basis to conduct research, exchanges, and 
recommendations on international and diplomatic issues that demand attention, with their outcomes 
announced to the public. The main “programs” which are under operation are as follows:

English website of JFIR (http://www.jfi r.or.jp/e/index.htm)
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１ ．“Chechnya  S t udy  G r oup” a ims  t o  r a i s e  
understanding and awareness of the Chechnya issue in 
Japan. It invited to Japan an eleven member Chechnya 
delegation headed by Vice Premier NOUKHAEV in 
1996.
２ ．“Russia Study Group” aims to study Japan’s strategy 
toward Russia, particularly in relation to the Northern 
Territories issue. 
３ ．“Network of East Asian Think-tanks (NEAT)” aims 
to work as a Japan unit of the network of think tanks 
in ASEAN+3 nations, for research collaboration on the integration of the East Asia region.
４ ．“East Asia Forum (EAF)” aims at enhancing understanding and cooperation among industry-
government-academia in ASEAN+3 nations.

（11）Publications

　JFIR publishes extensively results of its various research activities both in Japanese and in English. 
The publications comprise （1） JFIR Series Publications, （2） Policy Council Recommendations, （3） 
Emergency Policy Recommendations, （4） Regular Research Program Reports, （5） International 
Exchange Reports, （6） Special Research Program Reports, （7） Promotional Materials and （8） English 
Publications. As a part of the Promotional Materials, JFIR publishes a quarterly “Bulletin” reporting 
on JFIR’s activities. A complete detailed list of all publications is available on JFIR’s website (http://
www.jfi r.or.jp) where selected publications may be purchased.  Moreover, on the website, several English 
publications are available in their entirety free of charge. Recent publications include the 33rd set of 
policy recommendations on “Prospects and Challenges for the Acceptance of Foreigners to Japan.”

（12） “Foreign Policy Luncheon”
　The “Foreign Policy Luncheon” is organized monthly to provide an occasion for members of JFIR 
to meet, in an informal and confi dential manner, with senior offi  cials of the Japanese Government 
and other authorities in the fi eld of international aff airs. Speakers are invited to give a talk which 
is followed by questions and answers. The meeting is conducted in Japanese. The “Foreign Policy 
Luncheon” is held under the co-sponsorship of JFIR with its sister organizations, the “Global Forum 
of Japan,” and the “Council on East Asian Community.”

（13）“Diplomatic Roundtable”

　The “Diplomatic Roundtable” is organized, taking advantage of an occasion of a visit to Japan of a person 
prominent in various fi elds of activities abroad, for the purpose of providing an occasion for the visiting 
speaker to meet and exchange views with his or her counterparts in the membership of JFIR. Unless 
the speaker agrees to speak in Japanese, English is, in principle, the language used in the “Roundtable” 
and no translation is provided. The “Diplomatic Roundtable” is held under the co-sponsorship of JFIR 
with its sister organizations, the “Global Forum of Japan,” and the “Council on East Asian Community.”

"Asian Economic system study group" 
meeting on December, 2003
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